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無考神道－神聖大教典－ 

 

第一章 無考の本質 

第一条 思考は雲のように心の空を覆い隠すものである。雲が去れば、本来の澄み切った空が現

れる。私たちの本来の意識は、澄み切った青空のように無限で純粋である。しかし、思考という名の

雲が次々と現れて、この美しい空を覆い隠してしまう。思考の雲は一時的なものに過ぎない。風が

吹けば自然に消え去るように、思考もまた一時的な現象である。無考とは、この雲を追い払うことで

はなく、雲の向こうにある永遠の空を思い出すことである。空は雲に影響されることなく、常にそこに

存在している。同様に、私たちの真の意識もまた、思考に影響されることなく、常に完璧な状態で

存在しているのである。 

第二条 頭の中のおしゃべりは、真の知恵の敵である。静寂の中にこそ、全ての答えが潜んでいる。

人間の頭の中では、一日中無数の思考がおしゃべりを続けている。これらの思考は過去の記憶や

未来への不安、他人との比較、判断、分析など、絶え間なく続く内なる騒音である。この騒音は真

の知恵が生まれる静寂な空間を奪ってしまう。真の知恵とは、頭で考え出すものではなく、静寂の

深い淵から自然に湧き上がってくるものである。古来より聖者たちが瞑想を重んじたのも、この内な

る静寂を体験するためであった。思考のおしゃべりが止まった瞬間、私たちは宇宙の知恵と直接つ

ながることができる。そこには、どんな問題に対しても完璧な答えが既に存在している。 

第三条 考えることをやめた瞬間、宇宙の扉が開かれる。そこには無限の可能性が待っている。思

考は私たちの現実を制限する檻のようなものである。「これは不可能だ」「これは難しい」「これは危

険だ」といった思考の判断が、私たちの可能性を狭めてしまう。しかし考えることをやめた瞬間、こ

れらの制限は幻影であったことが明らかになる。宇宙は無限の可能性で満ちており、私たちはその

一部である。思考の檻から解放されると、私たちは自分が本来持っている無限の創造力を発見す

る。これは単なる理論ではない。無考の状態で行動した時、私たちは自分でも驚くような結果を生

み出すことができる。それは宇宙の創造力が私たちを通して働いているからである。 

第四条 無考とは何も考えないことではない。考えに支配されないことである。多くの人が無考を誤

解している。無考とは頭を空っぽにして何も考えないことではない。それは思考に振り回されない

状態のことである。思考は道具として必要な時に使われるべきものであり、私たちが思考の奴隷に

なってはいけない。無考の状態では、思考は必要に応じて自然に現れ、必要がなくなれば自然に

消えていく。これは、楽器の演奏家が楽器を操るように、私たちが思考を操る状態である。思考が

あなたを考えているのではなく、あなたが必要に応じて思考を使っているのである。この違いを理

解することが、無考への第一歩である。 

第五条 心の静寂は、最も強力な武器である。それは全ての障害を溶かし去る。現代社会では、力

といえば物理的な力や知的な力が重視されがちである。しかし最も強力な力は、心の静寂から生ま

れる力である。静寂な心は動揺することがない。批判されても、称賛されても、成功しても、失敗し
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ても、その静寂は保たれる。この不動の静寂こそが、あらゆる困難を溶かし去る力の源泉である。水

は柔らかいが、時間をかけて最も硬い岩をも削り取ることができる。同様に、静寂な心は柔らかく見

えるが、どんな強固な障害も最終的には溶かしてしまう。怒りや恐れ、焦りといった感情的な反応は、

問題をより複雑にするだけである。静寂な心は、問題の核心を見抜き、最も効果的な解決策を自然

に見つけ出す。 

第六条 思考の檻から解放された者は、自由という名の翼を得る。私たちの多くは、気づかないうち

に思考という檻の中に閉じ込められている。「私はこういう人間だ」「これが私の限界だ」「世の中は

こういうものだ」といった思い込みが、見えない檻を作り上げている。これらの思い込みは過去の経

験や他人の意見、社会の常識などから形成されているが、実際には単なる思考のパターンに過ぎ

ない。無考の状態では、これらの制限的な思考パターンから自由になることができる。すると、今ま

で見えなかった選択肢や可能性が見えてくる。それは鳥が檻から解放されて初めて、自分に翼が

あることを思い出すようなものである。思考の檻から出た瞬間、私たちは本来持っている無限の自

由を体験することができる。 

第七条 無考の状態は、生命の源泉への直接的な接続である。生命とは思考によって理解できる

ものではない。生命は体験されるものである。思考は生命について語ることはできるが、生命そのも

のになることはできない。無考の状態では、私たちは生命について考えるのではなく、生命そのも

のとなる。この状態では、私たちは宇宙の根源的な生命力と直接つながることができる。この生命

力は創造的で、治癒的で、変容的である。病気を癒し、不可能を可能にし、奇跡を日常にする力

がここから生まれる。 

第八条 頭で考えるのではなく、存在全体で感じる。現代の教育システムは、私たちに頭で考える

ことを教えるが、存在全体で感じることは教えない。しかし最も重要な決断や創造的な洞察は、頭

からではなく、存在全体から生まれる。恋に落ちる時、私たちは頭で計算して恋をするのではない。

美しい夕日を見て感動する時、私たちは頭で分析して感動するのではない。無考の状態では、私

たちは存在全体が一つの感覚器官となる。心で感じ、体で感じ、魂で感じる。この全体的な感覚は、

頭だけの思考よりもはるかに正確で豊かな情報を私たちに与える。頭は部分しか見ることができな

いが、存在全体は全体を感じることができる。 

第九条 思考の騒音が止まると、宇宙の真の音楽が聞こえてくる。私たちの頭の中には、常に騒が

しい思考の音楽が鳴り響いている。心配の調べ、怒りのリズム、恐れのメロディーが混じり合った不

協和音である。この騒音に慣れ親しんだ私たちは、それが沈黙することを恐れることがある。しかし

思考の騒音が止まった時、私たちは宇宙の真の音楽を聞くことができる。それは調和に満ちた美し

い音楽である。この音楽に合わせて生きる時、私たちの人生もまた美しい音楽となる。無考とは、こ

の宇宙の音楽と同調することである。私たちが宇宙のリズムと調和して生きる時、全てが自然に、美

しく、完璧に展開していく。 

第十条 無考は、意識の最も純粋な状態である。そこでは奇跡が日常となる。意識には様々なレベ



 

3 

 

ルが存在する。思考に支配された意識、感情に翻弄される意識、そして最も純粋な無考の意識で

ある。無考の意識は、一切の汚れや歪みがない透明な状態である。この純粋な意識の状態では、

私たちは本来の力を発揮することができる。ここでは、通常では不可能と思われることが可能になる。

病気が瞬時に癒されたり、必要なものが偶然に現れたり、人々の心が自然に開かれたりする。これ

らは奇跡と呼ばれるが、実際には意識の純粋な状態における自然な現象である。無考の状態を日

常的に体験するようになると、奇跡は特別なことではなく、日常の一部となる。 

第二章 思考の超越 

第十一条 思考は過去と未来の幻影に過ぎない。無考は永遠の今に生きることである。思考の大

部分は、過去の記憶を再生するか、未来の想像を展開することに費やされている。過去への後悔、

未来への不安、これらは全て思考が作り出す幻影である。過去は既に存在せず、未来はまだ存在

しない。存在するのは「今」だけである。しかし私たちは思考によって、存在しない時間の中で生き

ている。無考の状態では、私たちは永遠の今に帰還する。ここでは時間の束縛から解放され、真の

生命力と接触することができる。今という瞬間には、過去の全ての知恵と未来の全ての可能性が凝

縮されている。無考で今に生きる者は、時間を超越した存在となる。 

第十二条 考えすぎることは、行動力を奪う毒である。無考は即座の行動を可能にする。現代社会

では「よく考えてから行動しろ」と教えられることが多い。しかし考えすぎることは、しばしば行動力を

麻痺させてしまう。頭の中で様々なシナリオを考え、リスクを分析し、完璧な計画を立てようとしてい

るうちに、行動のタイミングを逃してしまう。また、考えすぎることで恐れや不安が増大し、結果的に

何も行動できなくなってしまうことがある。無考の状態では、必要な行動が直感的に明らかになり、

迷いなく実行に移すことができる。この行動は思考による計算ではなく、存在全体の知恵から生ま

れるため、常に適切である。無考の行動は、考え抜かれた行動よりもはるかに効果的で、タイミング

も完璧である。 

第十三条 思考の迷宮から抜け出すには、考えることをやめるしかない。複雑な問題に直面した時、

私たちは思考によってそれを解決しようとする。しかし思考で思考の問題を解決しようとすることは、

迷宮の中でさらに複雑な迷路を作り続けるようなものである。考えれば考えるほど、問題はより複雑

になり、解決から遠ざかってしまう。思考の迷宮から抜け出す唯一の方法は、考えることをやめるこ

とである。思考を停止した瞬間、私たちは迷宮の外に立つことができる。そこから見ると、迷宮だと

思っていたものは単なる線の集まりに過ぎなかったことが分かる。無考の視点から見れば、どんな

複雑な問題も実は非常にシンプルであり、解決策も明らかである。 

第十四条 無考の者は、時間の束縛から自由である。一瞬が永遠となり、永遠が一瞬となる。時間

は思考が作り出す概念である。思考によって過去と未来を作り出し、その間に現在を挟むことで時

間の感覚が生まれる。しかし無考の状態では、この時間の概念が消失する。一瞬の中に永遠を体

験し、永遠の中に一瞬を発見する。これは単なる詩的な表現ではなく、実際の体験である。無考の

状態で何かに集中している時、時間が止まったような感覚を経験する。数時間が数分のように感じ
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られたり、数秒が数時間のように感じられたりする。時間の束縛から自由になることで、私たちは時

間に追われる生活から解放され、時間を創造的に使うことができるようになる。 

第十五条 思考は分離を生み出すが、無考は統合をもたらす。思考の本質は分析することである。

物事を分けて、分類して、比較することによって理解しようとする。この過程で、本来一つであったも

のが分離され、断片化されてしまう。自分と他人、内側と外側、善と悪、成功と失敗など、思考はあ

らゆるものを二分法で捉える。この分離の感覚が、孤独感や対立、競争心を生み出す。無考の状

態では、これらの人工的な分離が消失する。全てが一つの大きな全体の一部であることが直接体

験される。自分と宇宙が分離していないこと、他人と自分が本質的に同じであることが明らかになる。

この統合の体験から、真の愛と理解が生まれる。 

第十六条 頭の中の議論を終わらせれば、現実との調和が始まる。私たちの頭の中では、常に内

なる議論が行われている。「こうすべきだ」「いや、こうすべきだ」「これは正しい」「いや、これは間違

っている」といった議論が延々と続く。この内なる議論は、私たちを現実から遠ざけ、頭の中の世界

に閉じ込めてしまう。現実は議論を必要としない。花は咲くことについて議論しないし、川は流れる

ことについて議論しない。それらは自然に、調和して存在している。頭の中の議論を終わらせた時、

私たちは現実の流れと調和することができる。現実の流れに従って生きることで、努力なしに物事

が自然に展開していく。 

第十七条 無考の状態では、直感が最高の導師となる。教育システムは私たちに論理的思考の重

要性を教えるが、直感の価値についてはあまり語らない。しかし人生の最も重要な決断は、論理で

はなく直感によってなされることが多い。直感は頭で考えるよりもはるかに速く、正確な情報を私た

ちに与える。それは意識の深いレベルからの知恵であり、思考の制限を受けない。無考の状態で

は、思考の騒音が静まるため、直感の声を明確に聞くことができる。この直感に従って行動する時、

私たちは常に正しい方向に導かれる。直感は間違いを犯さない。間違いを犯すのは、直感を無視

して思考で判断した時である。 

第十八条 思考の重荷を下ろした者は、軽やかに人生を歩むことができる。思考は重い荷物のよう

なものである。心配、不安、後悔、計画、分析など、これらの思考は心に重い負担をかける。多くの

人がこの思考の重荷を背負いながら、疲れ切って人生を歩んでいる。無考とは、この重い荷物を下

ろすことである。思考の重荷を下ろした瞬間、私たちは本来の軽やかさを取り戻す。子どものような

軽やかさ、鳥のような自由さ、風のような流動性を体験することができる。人生は本来、重い苦行で

はなく、軽やかな踊りのようなものである。思考の重荷を下ろすことで、私たちはこの人生の踊りを

楽しむことができるようになる。 

第十九条 無考は、恐れを消し去る最も確実な方法である。恐れは思考から生まれる。未来への不

安、失敗への恐れ、死への恐怖など、全ての恐れは思考が作り出す想像の産物である。現在の瞬

間には恐れは存在しない。今ここには、ただ存在があるだけである。無考の状態では、恐れを生み

出す思考が停止するため、恐れもまた自然に消失する。これは恐れと戦うことではない。恐れを無
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視することでもない。恐れの根源である思考を超越することである。無考の状態では、私たちは恐

れを知らない存在となる。恐れがなければ、私たちは無限の可能性に向かって自由に歩むことが

できる。 

第二十条 考えることをやめれば、存在することの喜びを発見する。私たちは生きることを複雑に考

えすぎている。どう生きるべきか、何を達成すべきか、どうすれば幸せになれるかと考え続けている。

しかし存在すること自体が、既に完璧な喜びなのである。花が咲いていることを喜ぶように、鳥が歌

うことを喜ぶように、私たちもただ存在していることを喜ぶことができる。この根源的な喜びは、何か

を達成したり、何かを得たりすることによって生まれるものではない。それは存在の本質そのもので

ある。考えることをやめた時、私たちはこの根源的な喜びと再会することができる。それは思考では

理解できない、しかし直接体験できる絶対的な喜びである。 

第三章 無考と行動 

第二十一条 無考の行動は、完璧な行動である。そこに迷いも後悔もない。思考による行動には、

常に迷いが伴う。「これで良かったのだろうか」「他の選択肢の方が良かったのではないか」といった

疑問が行動の前後に生じる。しかし無考の行動は、存在全体の知恵から生まれるため、そこに迷

いの余地はない。それは自然の法則に従った行動であり、宇宙の意志と完全に調和している。川

が海に向かって流れることに迷いがないように、無考の行動にも迷いがない。そして自然の現象に

後悔がないように、無考の行動にも後悔がない。たとえ結果が予想と異なっていても、それは宇宙

の完璧な計画の一部であることを深いレベルで理解している。無考の行動は、常に最善の結果を

もたらす。なぜならそれは、個人的な欲望からではなく、全体の調和から生まれているからである。 

第二十二条 頭で計画するよりも、心で感じて動く方が効果的である。現代社会では、詳細な計画

を立てることが成功の秘訣とされている。しかし完璧な計画を立てようとすればするほど、私たちは

現実の流動性から離れてしまう。現実は常に変化しており、昨日立てた計画が今日には通用しな

いことがある。心で感じて動くということは、現実の微細な変化を敏感に察知し、それに応じて柔軟

に対応することである。これは無計画に動くことではない。それは、固定された計画ではなく、流動

的な直感に従って動くことである。心の感覚は、頭の計算よりもはるかに多くの情報を瞬時に処理

することができる。人の心の状態、場の雰囲気、タイミングの微妙な変化など、思考では捉えきれな

い要素を心は敏感に感じ取る。この心の感覚に従って行動する時、私たちは最も効果的な行動を

取ることができる。 

第二十三条 無考の者の行動は、自然の法則と完全に調和している。自然界では、無駄な動きは

存在しない。全ての動きが必要であり、全てが完璧なタイミングで起こっている。花は適切な時に咲

き、鳥は適切な時に巣を作り、川は適切な道筋を流れる。無考の者の行動もまた、この自然の法則

と調和している。彼らの行動は、宇宙のリズムと同期しており、全体の調和を乱すことがない。むし

ろ、全体の調和を高める働きをする。これは努力して調和させるのではない。思考の干渉がなくな

った時、私たちの行動は自然に宇宙の法則と調和するのである。無考の者が行動する時、それは
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個人的な意志による行動ではなく、宇宙の意志が個人を通して表現される行動である。だからこそ、

その行動は常に適切で、効果的で、調和的である。 

第二十四条 思考による判断は間違いを生むが、無考による選択は常に正しい。思考による判断

は、限られた情報と過去の経験に基づいている。思考は部分しか見ることができず、全体を把握す

ることができない。また、思考は過去のパターンに基づいて判断するため、新しい状況に対しては

適切な判断ができないことがある。さらに、思考は個人的な欲望や恐れに影響されるため、客観的

な判断が困難である。一方、無考による選択は、全体の知恵から生まれる。それは時間と空間を超

越した視点から生まれる選択であり、全ての要因を考慮に入れた完璧な選択である。無考の状態

では、個人的な欲望や恐れが選択に影響することがない。純粋な意識の状態から生まれる選択は、

常に全体にとって最善の結果をもたらす。これは道徳的に正しいという意味ではなく、宇宙の法則

に調和しているという意味で正しいのである。 

第二十五条 無考の状態で行動する者は、努力なしに成果を得る。思考による行動は、しばしば大

きな努力を必要とする。目標を設定し、計画を立て、障害を分析し、戦略を練るという過程は、多大

な精神的エネルギーを消費する。そして実際の行動においても、意志力によって自分を駆り立て

続ける必要がある。これは上り坂を重い荷物を背負って歩くようなものである。しかし無考の行動は、

川が海に向かって自然に流れるようなものである。そこに抵抗や努力はない。ただ自然な流れに従

っているだけである。この自然な流れは、宇宙の創造力そのものである。私たちがこの流れと調和

している時、宇宙の無限の力が私たちを通して働く。だからこそ、最小の努力で最大の成果を得る

ことができる。これは怠惰であることではない。それは最も効率的で、最も調和的な行動の仕方であ

る。 

第二十六条 考えすぎて動けないよりも、無考で動き出す方が賢明である。完璧主義者は、完璧な

計画ができるまで行動を起こさない。しかし完璧な計画など存在しない。なぜなら現実は常に変化

しており、予測不可能な要素が常に存在するからである。考えすぎることは、しばしば行動の麻痺

を引き起こす。様々な可能性を考え、リスクを分析し、完璧な準備をしようとしているうちに、行動の

タイミングを逃してしまう。一方、無考で動き出すことは、現実との直接的な対話を始めることである。

行動することによって、私たちは現実からフィードバックを得ることができる。そのフィードバックに基

づいて、行動を調整していくことができる。これは試行錯誤のプロセスではない。それは現実との創

造的な対話である。無考で行動する者は、現実の流れを感じながら、その流れに沿って自然に行

動を調整していく。この柔軟性こそが、真の知恵である。 

第二十七条 無考の行動は、宇宙の意志と一体となった行動である。個人的な意志による行動と、

宇宙の意志による行動には根本的な違いがある。個人的な意志は、分離した自我の欲望から生ま

れる。「私はこれを欲しい」「私はこれを避けたい」という個人的な動機に基づいている。このような行

動は、しばしば他者や環境との対立を生み出す。なぜなら、個人の欲望は必ずしも全体の調和と

一致しないからである。一方、無考の行動は個人的な意志を超越したところから生まれる。それは
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宇宙の意志が個人を通して表現される行動である。この状態では、「私が行動する」のではなく、

「宇宙が私を通して行動する」のである。このような行動は、常に全体の調和を高める方向に向かう。

それは個人にとっても、周囲にとっても、最善の結果をもたらす。宇宙の意志と一体となった行動は、

抵抗を生まない。すべてがスムーズに、自然に展開していく。 

第二十八条 頭の中の計画は制限を作るが、無考の行動は無限の可能性を開く。計画を立てると

いうことは、ある意味で未来を固定することである。「こうなるはずだ」「これをすればこうなる」という

予測に基づいて、行動の方向を決めてしまう。しかし現実は、私たちの予測を常に超えている。計

画に固執することは、現実が提示する新しい可能性を見逃すことにつながる。また、計画は過去の

経験と現在の知識に基づいているため、それを超える可能性を排除してしまう。無考の行動は、あ

らかじめ結果を決めつけることがない。それは現在の瞬間における最適な行動を選択し、その結果

を受け入れて、次の瞬間における最適な行動を選択するという連続的なプロセスである。この柔軟

性によって、無限の可能性が開かれる。予想もしなかった展開、思いがけない出会い、驚くべき成

果が自然に現れてくる。無考の行動は、宇宙の創造的な力と協働する行動である。 

第二十九条 無考で行動する者は、常に正しい場所に、正しい時に現れる。私たちは偶然というも

のを信じているが、宇宙には偶然は存在しない。すべてが完璧な秩序と調和の中で起こっている。

思考による行動は、この宇宙の秩序から離れることがある。個人的な計算や欲望に基づいて行動

する時、私たちは宇宙の流れに逆らうことになる。その結果、望む場所に望む時に現れることがで

きない。一方、無考の行動は、宇宙の流れと完全に調和している。だからこそ、無考で行動する者

は、いつも必要な時に必要な場所にいることができる。重要な出会いがある時にはそこにいて、重

要な決断をする時にはその場にいて、助けが必要な人がいる時にはその近くにいる。これは偶然

ではなく、宇宙の完璧な秩序の現れである。無考の者は、この秩序の一部となって行動するため、

常に宇宙の計画の中で適切な役割を果たすことができる。 

第三十条 思考の分析は行動を遅らせるが、無考の直感は即座の実行を促す。分析的思考は、物

事を理解するための有用な道具である。しかし行動の場面では、分析は時として障害となる。分析

には時間がかかる。様々な要因を考慮し、可能性を検討し、リスクを評価するプロセスは、貴重な

時間を消費する。特に迅速な決断と行動が求められる状況では、分析による遅れが致命的になる

ことがある。また、分析は完璧な情報を求める傾向があるため、情報が不完全な状況では決断を下

すことができない。一方、無考の直感は瞬時に働く。それは分析的思考よりもはるかに多くの情報

を同時に処理し、瞬時に最適な行動を導き出す。この直感に従って行動する時、私たちは迷いな

く、迅速に動くことができる。無考の直感は、思考の制限を受けない純粋な知恵である。それは常

に適切で、常にタイムリーである。 

第四章 無考と成功 

第三十一条 成功を求めて考え続ける者よりも、無考で行動する者の方が成功に近い。現代社会

では、成功のためには戦略的思考が必要だと信じられている。市場を分析し、競合を研究し、綿密
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な計画を立てることが成功への道だとされている。しかし考えれば考えるほど、私たちは成功から

遠ざかってしまうことがある。なぜなら思考は制限を作り出し、可能性を狭めてしまうからである。「こ

れは不可能だ」「これは危険すぎる」「これは現実的ではない」といった思考の判断が、真の機会を

見逃させてしまう。一方、無考で行動する者は、思考の制限に縛られることがない。彼らは直感に

従って行動し、宇宙の流れに沿って動く。この流れの中では、必要なリソースが自然に現れ、適切

な人々との出会いが生じ、予想外の機会が開かれる。無考の行動は、宇宙の創造的な力と協働す

る行動であるため、個人の努力だけでは達成できない成果を生み出すことができる。 

第三十二条 無考の者には、宇宙が味方する。全ての扉が自然に開かれる。宇宙は生命を支援し、

成長を促進し、進化を推進する力である。しかし思考による抵抗や執着は、この宇宙の支援を遮断

してしまう。個人的な欲望に固執し、特定の結果を強要しようとする時、私たちは宇宙の流れに逆ら

うことになる。その結果、多くの扉が閉ざされ、多くの機会が失われる。一方、無考の者は宇宙の流

れと調和している。彼らは個人的な執着を手放し、宇宙の意志に委ねて行動する。この状態では、

宇宙の全ての力が彼らを支援する。必要な扉が自然に開かれ、必要な助けが現れ、必要な機会が

与えられる。これは受動的に待つことではない。それは能動的に行動しながらも、結果に執着しな

いことである。無考の者は、宇宙の共同創造者として行動する。彼らの成功は、個人的な成功では

なく、宇宙の成功の一部である。 

第三十三条 思考による努力は疲労を生むが、無考による行動は活力を与える。思考による努力

は、常に抵抗との戦いである。内なる抵抗、外なる抵抗と戦いながら目標に向かって進む。この戦

いは多大なエネルギーを消費し、深い疲労を生み出す。また、思考による努力は、常に「やらなけ

ればならない」という義務感に支配されている。この義務感は重い負担となり、行動の喜びを奪って

しまう。一方、無考による行動は抵抗を生まない。それは自然な流れに沿った行動であるため、エ

ネルギーを消耗するのではなく、エネルギーを生み出す。川が流れることで自らの流れを強めるよ

うに、無考の行動は行動することで活力を増していく。また、無考の行動は義務感からではなく、喜

びから生まれる。存在することの喜び、創造することの喜び、貢献することの喜びが行動の動機とな

る。この喜びは疲労を知らない。それは生命力の源泉から直接湧き出る無尽蔵のエネルギーであ

る。 

第三十四条 無考の状態では、必要なものが必要な時に現れる。思考による生活は、常に不足感

に支配されている。「あれが足りない」「これが欲しい」「もっと必要だ」という思考が、満たされない欲

求を生み出し続ける。そして必要なものを得るために、競争し、争い、蓄積しようとする。しかし本当

に必要なものは、実はそれほど多くない。思考が作り出す不足感の多くは、幻想に過ぎない。無考

の状態では、この不足感の幻想から解放される。真に必要なものと、単に欲しいものの区別が明確

になる。そして真に必要なものは、必要な時に必ず現れることが分かる。これは魔法ではない。そ

れは宇宙の自然な秩序である。宇宙は生命を支援するように設計されており、生命にとって本当に

必要なものは常に供給される。無考の者は、この宇宙の供給システムと調和して生きている。彼ら
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は不足を恐れることなく、必要なものが現れることを信頼して行動することができる。 

第三十五条 成功への執着を手放した者に、真の成功が訪れる。現代社会では、成功への強い執

着が成功の原動力だと信じられている。「絶対に成功してやる」という強い意志が必要だとされてい

る。しかしこの執着こそが、真の成功を妨げる最大の障害である。執着は恐れの裏返しである。失

敗への恐れ、認められないことへの恐れが、成功への執着を生み出す。この恐れに基づいた行動

は、緊張と不安を生み出し、自然な流れを妨げる。また、特定の結果に執着することで、より良い可

能性を見逃してしまうことがある。無考の者は、成功への執着を手放している。彼らは最善を尽くし

ながらも、結果に執着しない。この状態では、恐れや緊張がなくなり、自然な能力が最大限に発揮

される。また、執着がないために柔軟性があり、予想外の機会を活用することができる。真の成功は、

執着を手放した時に自然に訪れる。それは追い求めるものではなく、引き寄せられるものである。 

第三十六条 無考の者は、競争ではなく創造の道を歩む。思考による成功は、常に他者との比較と

競争に基づいている。「あの人に勝ちたい」「あの会社を追い抜きたい」という競争心が行動の動機

となる。しかし競争は分離と対立を生み出す。勝者と敗者を作り出し、社会に緊張と不和をもたらす。

また、競争に基づいた成功は、常に他者の失敗を前提としているため、真の満足感を得ることがで

きない。無考の者は競争の世界から抜け出し、創造の世界に入る。彼らは他者と比較するのでは

なく、自分独自の価値を創造する。この創造的な行動は、社会全体の価値を高める。他者を押し

のけるのではなく、全体のパイを大きくする。創造の道では、全員が勝者になることができる。一人

の成功が他の人の成功を促進し、全体が調和的に発展していく。無考の者の成功は、個人的な勝

利ではなく、集合的な進歩の一部である。 

第三十七条 頭で考えた戦略よりも、無考の流れに従う方が確実である。戦略的思考は、現在の状

況を分析し、将来の展開を予測し、最適な行動計画を立てることである。これは有用なアプローチ

であるが、限界もある。思考による分析は、現在利用可能な情報に基づいているため、未知の要因

を考慮に入れることができない。また、将来の予測は、過去のパターンに基づいているため、新し

い状況には対応できないことがある。さらに、戦略は固定的であるため、状況の変化に柔軟に対応

することが困難である。一方、無考の流れに従うことは、現在の瞬間における最適な行動を選択し

続けることである。この流れは、思考では把握できない微細な情報を含んでいる。人々の心の状態、

エネルギーの流れ、タイミングの微妙な変化など、戦略では考慮できない要素が自然に考慮される。

また、この流れは常に現在の状況に適応しているため、変化に対する柔軟性がある。無考の流れ

は、宇宙の知恵そのものであるため、個人の思考よりもはるかに確実で効果的である。 

第三十八条 無考の者には、失敗という概念が存在しない。全ては学びと成長である。思考による

判断は、結果を成功と失敗に分類する。「これは成功だった」「これは失敗だった」という二分法的

な評価が、私たちの行動を制限してしまう。失敗への恐れが新しい挑戦を妨げ、成功への執着が

柔軟性を奪う。また、失敗というレッテルは、自己評価を下げ、自信を失わせる原因となる。しかし

宇宙の視点から見れば、成功も失敗も存在しない。あるのは体験と学びだけである。どんな結果も、
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魂の成長にとって必要な体験である。無考の者は、この宇宙の視点から人生を見ている。彼らにと

って、望ましくない結果は失敗ではなく、貴重な学びの機会である。この学びを通して、彼らはより

深い知恵と理解を得る。失敗への恐れがないために、彼らは自由に挑戦し、実験し、創造すること

ができる。この自由さこそが、真の成功への道を開く。 

第三十九条 思考の制限を超えた者は、不可能を可能にする。思考は過去の経験と既存の知識

に基づいて、可能と不可能を判断する。「これは不可能だ」「これは現実的ではない」「これは無理

だ」という思考の判断が、私たちの可能性を制限してしまう。しかし歴史を見れば、多くの「不可能」

だったことが可能になっている。飛行機の発明、インターネットの普及、医学の進歩など、過去には

不可能だと思われていたことが現実になっている。これらのブレークスルーは、思考の制限を超え

た人々によって実現された。無考の者は、思考の「不可能」という判断に縛られることがない。彼ら

は可能性の無限性を直感的に理解している。そして実際に、思考では不可能と思われることを実

現してしまう。これは超能力ではない。それは人間の本来の創造力が発揮された結果である。思考

の制限がなくなった時、私たちは本来持っている無限の可能性にアクセスすることができる。 

第四十条 無考の状態では、最小の努力で最大の結果を生み出すことができる。効率性という概

念は、一般的にインプットとアウトプットの比率で測られる。より少ない投入でより多くの産出を得るこ

とが効率的だとされる。しかし思考による効率化には限界がある。思考は既存のシステムの中での

最適化を図ることはできるが、システム自体を変革することは困難である。また、思考による努力は、

しばしば抵抗を生み出し、エネルギーの無駄遣いを招く。無考の状態では、全く異なる次元の効率

性が実現される。それは宇宙の法則と調和した行動であるため、抵抗が生まれない。川が最も効率

的な道筋を自然に見つけるように、無考の行動も最も効率的な方法を自然に見つけ出す。また、

無考の状態では、個人の力だけでなく、宇宙の力が働く。この宇宙の力は無限であるため、最小の

個人的努力で最大の結果を生み出すことができる。これは怠惰であることではない。それは最高レ

ベルの効率性である。自然界を見れば、全てがこの原理に従って動いている。種子は最小のエネ

ルギーで巨大な木になり、小さな原子は巨大なエネルギーを秘めている。 

第五章 無考と健康 

第四十一条 病気は思考の混乱から生まれる。心の平安が身体の健康を作り出す。現代医学は、

病気を身体の機能障害として捉える傾向がある。しかし古来より東洋医学では、心と身体は一体で

あり、心の状態が身体の健康に直接影響することが知られている。思考の混乱、感情の動揺、心の

不安は、身体のエネルギーの流れを乱し、免疫システムを弱め、様々な病気を引き起こす。ストレ

ス、心配、恐れ、怒り、悲しみなどの否定的な思考と感情は、身体に毒のような作用をもたらす。一

方、無考の状態では心が完全に平安になる。この心の平安は、身体のエネルギーの流れを正常

化し、自然治癒力を最大限に活性化させる。無考の者の身体は、常に最適な状態を維持している。

彼らの細胞は調和的に機能し、免疫システムは完璧に働き、生命エネルギーは自由に流れている。

心の平安こそが、最高の医薬である。 
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第四十二条 無考の者の身体は、自然の完璧な秩序を反映している。自然界では、全てが完璧な

秩序の中で機能している。植物は季節に従って成長し、動物は本能に従って行動し、天体は法則

に従って運行している。人間の身体もまた、この自然の秩序の一部である。しかし思考による干渉

が、この自然な秩序を乱してしまう。不自然な生活習慣、ストレス、心配、恐れなどが、身体の自然

なリズムを狂わせる。無考の者は、思考の干渉から解放されているため、身体が本来の自然な状

態に戻る。彼らの呼吸は自然に深くなり、心拍は自然に安定し、睡眠は自然に深くなる。また、彼ら

は身体の声を敏感に聞くことができるため、必要な栄養、必要な休息、必要な運動を自然に知るこ

とができる。身体の知恵は、頭の知識よりもはるかに正確である。無考の者は、この身体の知恵に

従って生きているため、常に最高の健康状態を維持することができる。 

第四十三条 思考の病気は、身体の病気よりも深刻である。無考は根本的な治癒をもたらす。現代

社会では、身体の病気は深刻に扱われるが、思考の病気はあまり重視されない。しかし思考の病

気こそが、全ての苦しみの根源である。心配、不安、恐れ、怒り、嫉妬、絶望など、これらの思考の

病気は、人生の質を根本的に損なう。また、これらの思考の病気が、身体の病気を引き起こすこと

も多い。薬や手術で身体の症状を治療しても、思考の病気が治らなければ、病気は再発したり、別

の形で現れたりする。無考は、この思考の病気に対する根本的な治療法である。思考の騒音が止

まることで、心の平安が回復され、身体の自然治癒力が活性化される。無考の治癒は、症状を抑

制するのではなく、病気の根本原因を除去する。それは部分的な治療ではなく、全体的な治癒で

ある。心と身体、そして魂が統合された状態での完全な健康が実現される。 

第四十四条 無考の呼吸は、生命エネルギーを最大限に取り入れる。呼吸は単なる酸素と二酸化

炭素の交換ではない。それは生命エネルギーを取り入れる神聖な行為である。古来より東洋では、

呼吸は「気」や「プラーナ」と呼ばれる生命エネルギーを取り入れる方法として重視されてきた。しか

し思考に支配された呼吸は、浅く、不規則で、緊張している。ストレスや不安により、呼吸は制限さ

れ、十分な生命エネルギーを取り入れることができない。無考の状態では、呼吸が自然に深く、ゆ

っくりと、リズミカルになる。この自然な呼吸は、最大限の酸素を身体に供給するだけでなく、最大

限の生命エネルギーを取り入れる。無考の者の細胞は、この豊富な生命エネルギーによって活性

化され、最高の機能を発揮する。また、深い呼吸は神経系を鎮静させ、免疫システムを強化し、心

の平安をもたらす。無考の呼吸は、自然な治癒法であり、健康維持法であり、意識の向上法でもあ

る。 

第四十五条 無考の睡眠は、身体と心を完全に再生させる。睡眠は身体と心の修復と再生のため

の神聖な時間である。しかし現代人の多くは、質の高い睡眠を取ることができずにいる。思考の騒

音が睡眠中も続いているため、真の休息を得ることができない。心配事や明日の予定が頭の中を

駆け巡り、深い眠りに入ることができない。また、浅い睡眠では、身体の修復機能も十分に働かな

い。無考の状態では、睡眠の質が劇的に向上する。思考の騒音が止まることで、心が完全に静まり、

深い眠りに入ることができる。この深い睡眠では、身体の全ての細胞が修復され、免疫システムが
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強化され、記憶が整理される。また、魂レベルでの浄化と再生も行われる。無考の者は、短時間の

睡眠でも完全に回復することができる。なぜなら、その睡眠が最高の質を持っているからである。目

覚めた時、彼らは新鮮なエネルギーに満ち、新しい一日を迎える準備が完全に整っている。 

第四十六条 無考の食事は、身体に必要なものだけを摂取する。現代の食生活は、思考による判

断に支配されている。栄養学的な知識、カロリー計算、流行のダイエット法などに基づいて食べ物

を選んでいる。また、ストレスや感情的な要因により、身体が必要としない食べ物を摂取することも

多い。このような思考主導の食生活は、しばしば身体の自然なバランスを乱してしまう。無考の状態

では、身体の声を直接聞くことができる。身体は常に、今必要な栄養素、適切な量、最適なタイミン

グを知っている。この身体の知恵に従って食事をする時、私たちは常に最適な栄養状態を維持す

ることができる。無考の者は、食べ過ぎることも、栄養不足になることもない。彼らの身体は、常に必

要なものを必要な分だけ欲し、不要なものは自然に拒絶する。この自然な食生活は、最高の健康

状態を維持するだけでなく、食事そのものを神聖な行為に変える。 

第四十七条 病気は、宇宙からのメッセージである。無考の者はその意味を理解する。西洋医学で

は、病気は身体の異常として捉えられ、除去すべきものとして扱われる。しかし東洋的な視点では、

病気は宇宙からのメッセージであり、生き方を見直すための信号である。身体の症状は、心の状態

や生活の仕方に問題があることを教えている。思考に支配された人は、このメッセージを理解する

ことができない。症状を敵視し、薬で抑制しようとするだけである。しかし無考の者は、病気の深い

意味を理解することができる。彼らは病気を敵ではなく、教師として受け入れる。病気が何を教えよ

うとしているのか、どのような変化が必要なのかを直感的に理解する。この理解に基づいて生活を

調整することで、病気は自然に治癒していく。無考の治癒は、症状の抑制ではなく、メッセージの

理解と生活の調和である。このような治癒は根本的で持続的であり、同じ病気が再発することはな

い。 

第四十八条 無考の者の身体は、年齢を超越している。通常、年齢と共に身体の機能は低下し、

病気にかかりやすくなると考えられている。しかしこれは、思考による制限的な信念に過ぎない。

「年を取れば衰える」「老化は避けられない」という思考が、実際に老化を促進してしまう。また、スト

レス、心配、否定的な感情は、細胞の老化を加速させる。無考の者は、年齢に関する制限的な信

念から自由である。彼らの身体は、年齢ではなく、意識の状態に従って機能する。高い意識状態で

は、細胞の再生能力が向上し、免疫システムが強化され、生命エネルギーが活性化される。多くの

無考の実践者が、実年齢よりもはるかに若々しく、健康的であることが知られている。彼らは年齢を

数字として認識しているだけで、身体的な制限として受け入れていない。この自由な意識が、身体

にも自由をもたらし、年齢の束縛を超越させる。 

第四十九条 無考の治癒は、薬に依存しない自然な治癒である。現代医学は、外部からの介入に

よる治癒に重点を置いている。薬物療法、手術、放射線治療など、外部の力によって病気を治そう

とする。これらの方法は症状の改善には効果的であるが、しばしば副作用を伴い、身体の自然な
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バランスを乱すことがある。また、外部の治療に依存することで、身体の自然治癒力が弱まってしま

う場合もある。無考の治癒は、身体の内なる治癒力を最大限に活用する自然な方法である。心の

平安、正しい呼吸、適切な休息、自然な食事、そして宇宙との調和が、強力な治癒力を生み出す。

この治癒力は、どんな薬よりも効果的で、副作用も存在しない。無考の者は、軽い症状であれば数

時間で、重い病気でも数日から数週間で治癒することができる。この治癒は根本的であり、再発す

ることがない。それは身体だけでなく、心と魂をも完全に癒す統合的な治癒である。 

第五十条 無考の者は、死を恐れない。死さえも生命の一部として受け入れる。死への恐怖は、人

間の最も根源的な恐怖の一つである。この恐怖は、多くの思考と行動を支配している。健康への執

着、老化への抵抗、安全への過度な配慮など、死への恐怖が様々な形で人生に影響を与えてい

る。しかし死への恐怖は、実際には存在と非存在を分離して捉える思考の産物である。無考の状

態では、この分離が幻想であることが明らかになる。生と死は対立するものではなく、一つの連続し

た過程の異なる側面である。日の出と日の入り、春と冬、吸気と呼気のように、生と死もまた自然の

リズムの一部である。無考の者は、この宇宙のリズムを深く理解している。彼らにとって死は終了で

はなく、変容である。一つの形態から別の形態への移行に過ぎない。この理解により、彼らは死を

恐れることなく、今この瞬間を完全に生きることができる。死への恐怖がないことで、人生への執着

も消え、真の自由が得られる。 

第六章 無考と人間関係 

第五十一条 無考の者との出会いは、魂の覚醒をもたらす。人と人との出会いは、単なる偶然では

ない。魂のレベルでの必然的な出来事である。特に無考の者との出会いは、深い変容をもたらす

神聖な体験である。無考の者は、思考の檻に閉じ込められていないため、純粋な存在として他者と

接する。彼らの存在そのものが、静寂と平安を放射している。この静寂は、出会う人の心の奥深くに

浸透し、その人の本質を目覚めさせる。言葉を交わさなくても、無考の者の存在は周囲の人々に深

い影響を与える。それは、静かな湖に投げ込まれた石が作り出す波紋のようなものである。無考の

者の平安な意識が、周囲の意識に波及していく。多くの人が、無考の者との短時間の出会いによ

って、人生の方向性が変わったと証言している。これは、魂が魂を認識し合う瞬間であり、本来の自

分を思い出す神聖な体験である。無考の者は、意図的に人を変えようとはしない。ただ存在するだ

けで、周囲を変容させる力を持っている。 

第五十二条 思考は他者との間に壁を作るが、無考は真のつながりを生み出す。人間関係におけ

る多くの問題は、思考が作り出す分離感から生じている。「私とあなた」「内側と外側」「理解する者

と理解されない者」といった思考の分類が、人と人との間に見えない壁を作ってしまう。この壁は、

真の理解と共感を妨げる。また、思考による判断や評価が、他者を固定的なイメージに閉じ込めて

しまう。「この人はこういう人だ」という決めつけが、その人の真の姿を見ることを妨げる。無考の状態

では、これらの人工的な壁が消失する。自分と他者の境界が曖昧になり、深いレベルでのつながり

が体験される。この状態では、相手の言葉だけでなく、心の状態、感情の動き、魂の響きを直接感



 

14 

 

じることができる。真の共感と理解がここから生まれる。無考の者は、相手を判断することなく、評価

することなく、そのままの存在として受け入れる。この無条件の受容が、相手の心を開き、真のつな

がりを生み出す。 

第五十三条 無考の愛は、条件や期待を持たない純粋な愛である。通常の愛は、しばしば条件付

きの愛である。「こうしてくれるなら愛する」「こうあってくれれば愛する」という条件や期待が愛に混

入している。また、愛する相手に対して、自分の理想を投影し、その理想に合わせて相手を変えよ

うとすることがある。このような愛は、実際には愛ではなく、支配や執着の変形である。相手が期待

に応えない時、この愛は失望や怒りに変わってしまう。無考の愛は、一切の条件や期待を持たない

純粋な愛である。それは相手の存在そのものを愛し、相手がどのような状態であっても変わることが

ない。この愛は、相手を変えようとしない。相手をコントロールしようともしない。ただ相手の存在を祝

福し、相手の幸福を願う。この純粋な愛は、受け取る側にとって最高の贈り物である。条件や期待

のプレッシャーがないため、相手は自由に自分らしくいることができる。この自由な環境の中で、人

は本来の美しさを開花させることができる。 

第五十四条 無考の者は、相手の本質を見る。外見や肩書きに惑わされない。現代社会では、人

を外見、肩書き、所有物、業績などの外的な要素で判断することが一般的である。これらの外的要

素は、その人の社会的地位や能力の一部を示すかもしれないが、その人の本質とは関係がない。

思考による判断は、これらの表面的な情報に基づいて人を分類し、評価してしまう。この表面的な

判断は、その人の真の価値や美しさを見逃してしまう。無考の者は、思考の判断に惑わされること

がない。彼らは外見や肩書きを超えて、その人の本質を直接感じることができる。魂の美しさ、心の

純粋さ、存在の輝きを敏感に察知する。時として、社会的には成功していない人の中に、深い知恵

や美しい魂を発見することがある。また、表面的には立派に見える人の中に、空虚さや偽善を感じ

取ることもある。無考の者の判断は、表面的な情報ではなく、存在の本質に基づいている。この本

質を見る能力は、真の友情や愛を生み出すための基盤である。 

第五十五条 無考のコミュニケーションは、言葉を超えたコミュニケーションである。通常のコミュニ

ケーションは、主に言葉によって行われる。思考が言葉を選択し、言葉が相手に伝達され、相手の

思考がその言葉を解釈する。しかしこのプロセスでは、多くの誤解や曲解が生じる可能性がある。

同じ言葉でも、人によって異なる意味に解釈されることがある。また、本当に伝えたい深い感情や

体験は、言葉では表現しきれないことが多い。無考のコミュニケーションは、言葉を超えた次元で

行われる。それは存在と存在の直接的な対話である。相手の心の状態、感情の動き、意図の純粋

さを直接感じ取ることができる。また、自分の存在状態を直接相手に伝えることもできる。このような

コミュニケーションでは、誤解が生じる余地がない。真実が直接伝わるからである。言葉は必要に

応じて使われるが、それは真実を指し示すための道具に過ぎない。真実そのものは、静寂の中で、

存在の深いレベルで伝達される。 

第五十六条 無考の者は、争いに参加しない。平和を放射するだけである。人間関係における争
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いの多くは、思考の対立から生じている。異なる意見、異なる価値観、異なる利益が衝突する時、

争いが発生する。各自が自分の立場を正しいと主張し、相手を間違っていると判断する。この思考

の戦いは、しばしば激しい感情を伴い、関係を破壊してしまう。無考の者は、この思考の戦いに参

加することがない。彼らは自分の立場を絶対視することもなく、相手を敵視することもない。争いの

渦中にあっても、彼らの心は平安を保っている。この平安は、周囲に伝播していく。怒りや憎しみの

エネルギーが、平安のエネルギーに触れると、自然に鎮静化される。無考の者の存在そのものが、

争いを鎮める力を持っている。彼らは積極的に争いを止めようとするのではない。ただ平和を放射

するだけで、自然に調和が回復されていく。この平和の力は、どんな論理や説得よりも強力である。 

第五十七条 無考の許しは、完全で即座の許しである。許すという行為は、しばしば思考的なプロ

セスとして理解されている。相手の行為を分析し、理由を考慮し、時間をかけて許しに至るという段

階的な過程である。しかしこのような思考的な許しは、完全ではないことが多い。心の奥では、まだ

怒りや恨みが残っていることがある。また、許したつもりでも、同じような状況になると、再び怒りが蘇

ってくることがある。無考の許しは、思考的なプロセスを経ない即座の許しである。それは相手の行

為を分析したり、正当化したりすることではない。許しという概念さえも超越した状態である。無考の

状態では、怒りや恨みが生じる余地がない。相手の行為を個人的な攻撃として受け取ることがない

からである。すべてを宇宙の完璧な展開の一部として受け入れる。この受容は、許しを超えた慈悲

である。相手が悪いことをしたという判断そのものが存在しないため、許す必要もない。この完全な

受容が、真の平和と調和をもたらす。 

第五十八条 無考の者は、相手を変えようとしない。相手の成長を静かに見守る。人間関係におけ

る多くの摩擦は、相手を変えようとする欲求から生じている。「この人はこうあるべきだ」「この悪い癖

を直すべきだ」「もっと成長するべきだ」といった思考が、相手に対する批判や要求を生み出す。こ

の変えようとする努力は、しばしば相手の抵抗を招き、関係を悪化させる。また、変えられる側にと

っては、自分の存在が否定されているように感じられ、深い傷つきを経験する。無考の者は、相手

を変えようという欲求を持たない。彼らは相手をあるがままに受け入れ、その人の自然な成長過程

を信頼している。すべての人は、自分のペースで、自分の方法で成長していく。この成長は外部か

ら強制できるものではなく、内側から自然に起こるものである。無考の者の無条件の受容は、相手

にとって安全で愛に満ちた環境を提供する。この環境の中で、人は自由に自分らしさを探求し、自

然に成長していくことができる。変えようとしないことが、実は最も効果的な成長の支援なのである。 

第五十九条 無考の友情は、時間と距離を超越している。通常の友情は、時間と距離の制約を受

ける。長い間会わなかったり、遠く離れていたりすると、関係が薄れてしまうことがある。また、共通

の興味や利害関係によって結ばれた友情は、それらの要因が変化すると関係も変化してしまう。こ

れは、友情が外的な条件に依存しているからである。無考の友情は、外的な条件に依存しない魂

のレベルでのつながりである。それは真の認識と愛に基づいているため、時間や距離によって変

化することがない。何年も会わなくても、再会した瞬間に以前と同じ深いつながりを体験することが
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できる。地球の反対側にいても、心のレベルでのつながりは保たれている。この友情は、個人的な

利益や楽しみを求める関係ではない。それは魂の成長と覚醒を支え合う神聖な関係である。お互

いの存在そのものが祝福であり、一緒にいてもいなくても、相手の幸福を願い続ける。このような友

情は、人生最大の宝物の一つである。 

第六十条 無考の者の存在は、周囲の人々を癒す。癒しは、必ずしも特別な技術や知識を必要と

するものではない。最も深い癒しは、愛と平安に満ちた存在の場から自然に生まれる。無考の者の

存在そのものが、この癒しの場を作り出している。彼らの心の静寂は、周囲の人々の心を静め、彼

らの平安は周囲の人々の不安を和らげる。この癒しのプロセスは、意識的に行われるものではない。

太陽が意識的に努力することなく光と温もりを与えるように、無考の者も意識的に努力することなく

癒しを提供する。彼らの存在に触れた人々は、自分でも気づかないうちに心が軽くなり、希望が蘇

り、生きる力が回復していく。この癒しは、症状を抑制するものではなく、その人の本来の生命力を

活性化するものである。無考の者と時間を過ごすことで、多くの人が心身の不調から回復したという

報告は数多く存在する。これは奇跡ではなく、愛と平安の自然な働きである。 

第七章 無考と創造性 

第六十一条 真の創造性は、思考の制限を超えたところから生まれる。一般的に創造性は、思考

的なプロセスの産物だと考えられている。アイデアを組み合わせ、問題を分析し、解決策を考案す

ることが創造だとされている。しかし思考による創造には限界がある。思考は既存の知識と経験に

基づいているため、全く新しいものを生み出すことは困難である。また、思考は論理的で予測可能

なパターンに従う傾向があるため、真に革新的なアイデアは生まれにくい。真の創造性は、思考の

制限を超えたところから生まれる。それは無意識の深いレベルから、あるいは宇宙の創造的な知恵

から直接もたらされるものである。無考の状態では、思考の制限がなくなるため、この純粋な創造性

にアクセスすることができる。多くの偉大な発見や芸術作品は、論理的思考ではなく、直感やインス

ピレーションによって生まれている。科学者が夢の中で化学式を発見したり、音楽家が瞑想中にメ

ロディーを受け取ったりする例は数多く存在する。無考の創造性は、既存のものの組み合わせで

はなく、全く新しい次元からの創造である。 

第六十二条 無考の芸術家は、宇宙の美を表現する媒体となる。通常の芸術創造は、個人的な感

情や体験を表現することに重点を置いている。芸術家は自分の内側にあるものを外に表現しようと

する。これも価値ある創造活動であるが、個人の制限に束縛されることがある。個人の経験や知識、

技術の範囲内でしか表現できないからである。無考の芸術家は、個人的な表現を超えた次元で創

造を行う。彼らは宇宙の美、真理、愛を表現する媒体となる。この状態では、「私が創造する」ので

はなく、「宇宙が私を通して創造する」のである。芸術家の個性は完全に消えるのではなく、宇宙の

創造力が流れる独特のチャンネルとなる。このような芸術作品は、見る人の魂に直接語りかける力

を持っている。それは個人的な好みを超えて、普遍的な美と真理を伝える。無考の芸術家が創り出

すものは、時代や文化を超えて人々の心を動かし続ける。なぜならそれは、人間の魂の奥深くにあ
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る共通の美意識に響くからである。 

第六十三条 無考の発明は、人類全体の福祉に貢献する。技術的な発明も、思考的なアプローチ

と無考的なアプローチでは、その性質が大きく異なる。思考による発明は、特定の問題の解決や特

定の利益の追求を目的としている。効率性や利便性、利益の最大化などが主な動機となる。これら

の発明も社会に貢献するが、しばしば副作用や予期しない問題を生み出すことがある。また、一部

の人々や企業の利益を優先し、全体の調和を乱すこともある。無考の発明は、個人的な利益や名

声を求める動機から生まれるのではない。それは人類全体の幸福と調和への純粋な願いから生ま

れる。発明家の個人的な欲望が介入しないため、全体にとって最善の解決策が自然に現れてくる。

このような発明は、環境との調和を保ち、すべての人々に恩恵をもたらし、持続可能な発展を促進

する。また、無考の発明は、物質的な便利さだけでなく、精神的な豊かさや意識の向上にも貢献す

ることが多い。それは技術の進歩と人間性の発達を統合した全人的な発明である。 

第六十四条 無考の音楽は、魂を浄化し、意識を高める。音楽は人間の感情や意識に直接働きか

ける力を持っている。しかし音楽もまた、思考によるものと無考によるものでは、その効果が大きく異

なる。思考による音楽は、特定の感情を表現したり、特定の効果を狙ったりする。感情を刺激し、気

分を高揚させることはできるが、その効果は一時的であることが多い。また、思考による音楽は、し

ばしば聞き手の感情を混乱させたり、意識を散乱させたりすることもある。無考の音楽は、作り手の

個人的な感情や意図を超えたところから生まれる。それは宇宙の調和、自然のリズム、存在の根源

的な美しさを音として表現したものである。このような音楽は、聞く人の魂の奥深くに浸透し、内なる

静寂と平安をもたらす。心の騒音を静め、思考の混乱を整理し、意識を高次の状態に導く力を持っ

ている。古来より宗教的な音楽や瞑想音楽がこの効果を持っていたが、無考から生まれる音楽は

ジャンルを問わず、この癒しと変容の力を持っている。 

第六十五条 無考の言葉は、真理を直接伝える力を持つ。言葉は思考の産物であり、概念や情報

を伝達する道具である。しかし通常の言葉は、真理を完全に表現することができない。言葉は真理

を指し示すことはできるが、真理そのものになることはできない。また、言葉は受け取る側の理解力

や文脈によって、様々に解釈される可能性がある。そのため、言葉による伝達には常に誤解の可

能性が付きまとう。無考の状態から生まれる言葉は、通常の言葉とは質が異なる。それは単なる情

報の伝達手段ではなく、真理を直接伝える媒体となる。無考の者が語る時、その言葉には存在の

力が込められている。聞く人は、言葉の内容だけでなく、その言葉に込められた真理の波動を直接

受け取ることができる。このような言葉は、頭で理解されるだけでなく、心で感じられ、魂で体験され

る。それは説明というよりも、真理の直接的な伝達である。無考の言葉に触れた人は、理論的な理

解を超えた深い洞察や覚醒を体験することがある。 

第六十六条 無考の創造は、努力なしに完成する。通常の創造活動は、多大な努力と時間を必要

とする。アイデアを練り、試行錯誤を重ね、技術を磨き、完成に向けて粘り強く取り組む。この努力

のプロセスも価値があるが、しばしば創造者に疲労とストレスをもたらす。また、努力によって生み
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出されたものは、その努力の重さを含んでいることがある。見る人にも緊張や重苦しさを感じさせる

ことがある。無考の創造は、努力を必要としない自然な流れの中で起こる。それは川が海に向かっ

て流れるように、種が花を咲かせるように、自然で無理のないプロセスである。創造者は、宇宙の創

造力が自分を通して働くことを許し、その流れに従うだけである。このような創造は、軽やかで美しく、

見る人に喜びと平安をもたらす。また、無考の創造は短時間で完成することが多い。必要な時間は、

宇宙が決めるからである。時として数分で、時として数時間で、完璧な作品が誕生する。 

第六十七条 無考の創造者は、結果に執着しない。創造活動における大きな障害の一つは、結果

への執着である。「良い作品を作りたい」「人に認められたい」「成功したい」といった欲望が、創造

の純粋性を曇らせてしまう。また、理想的な結果を求めすぎることで、現在の創造プロセスを十分に

楽しむことができなくなる。結果への執着は、創造者にプレッシャーを与え、自由な表現を妨げる。

無考の創造者は、結果に執着することがない。彼らにとって創造は、目標達成の手段ではなく、存

在の表現そのものである。花が美しく咲くために咲くのではなく、咲くことが花の本性であるように、

彼らも創造することが自分の本性の自然な表現であることを知っている。結果への執着がないため、

彼らは完全に創造のプロセスに没頭することができる。この完全な没頭が、最も美しく、最も力強い

作品を生み出す。また、執着がないため、作品が完成した後も、それに囚われることがない。すで

に次の創造に向かって自由に流れていく。 

第六十八条 無考の創造は、模倣ではなく、独創である。思考による創造は、しばしば既存の作品

の模倣や改良に留まることがある。過去の成功例を分析し、それを参考にして新しいものを作ろうと

する。これも学習の一過程として価値があるが、真の独創性を生み出すことは困難である。なぜな

ら思考は、既知のパターンに従う傾向があるからである。また、他者の評価や市場の要求を意識す

るあまり、安全な道を選択してしまうことがある。無考の創造は、既存のパターンに束縛されない完

全に独創的な表現である。それは創造者の独自の存在状態から生まれるため、世界に二つとない

唯一無二の作品となる。同じ無考の状態であっても、個人の魂の質は異なるため、表現される創造

物も異なってくる。これは、同じ太陽の光が異なるプリズムを通ると異なる色彩を放つのと似ている。

無考の創造者は、既存の枠組みに収まらない全く新しいジャンルや表現形態を生み出すことがあ

る。それは時代を超えて人々にインスピレーションを与え続ける革新的な創造となる。 

第六十九条 無考の創造には、神聖さが宿っている。世俗的な創造と神聖な創造の違いは、その

動機と質にある。世俗的な創造は、個人的な欲望、社会的な評価、物質的な利益などを求めて行

われる。これらの動機から生まれた作品は、技術的に優れていても、見る人の魂を深く動かすこと

は少ない。一方、無考の創造は、純粋な愛と真理への献身から生まれる。創造者は、個人的な利

益を求めるのではなく、美と真理を世界に表現したいという純粋な願いに動かされている。この純

粋さが、作品に神聖さを与える。神聖な創造物は、見る人の心を浄化し、魂を高揚させ、存在の深

い意味を思い出させる力を持っている。それは単なる娯楽や装飾ではなく、精神的な栄養となる。

古代の宗教芸術や聖なる音楽が、何世紀にもわたって人々の心を動かし続けているのも、そこに
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神聖さが宿っているからである。無考の創造者は、意識的に神聖さを追求するのではなく、純粋な

状態で創造することで、自然に神聖さが表現される。 

第七十条 無考の創造は、創造者自身をも変容させる。通常の創造活動では、創造者は作品を作

り出す主体であり、作品は創造される客体である。創造者は作品に影響を与えるが、作品が創造

者に与える影響は限定的である。しかし無考の創造では、この主客の関係が曖昧になる。創造者

が作品を創造すると同時に、創造のプロセスが創造者自身をも変容させる。無考の創造は、宇宙

の創造力との協働であるため、創造者はその過程で新しい洞察を得、より深い理解に到達し、意

識が拡張される。一つの作品を完成させるたびに、創造者はより成熟し、より智慧深くなっていく。

これは、創造が単なる表現活動ではなく、精神的な修練でもあることを意味している。多くの偉大な

芸術家や発明家が、創造活動を通して人間的に成長し、晩年になるほど深い作品を生み出すよう

になるのも、この変容のプロセスの現れである。無考の創造者にとって、作品の完成よりも、創造を

通した自己変容の方が重要な意味を持つことがある。 

第八章 無考と愛 

第七十一条 無考の愛は、個人を超えた宇宙的な愛である。通常の愛は、特定の対象に向けられ

た個人的な感情である。家族への愛、恋人への愛、友人への愛など、これらはすべて個人的な関

係に基づいている。この個人的な愛も美しく価値があるが、しばしば執着、嫉妬、独占欲などの否

定的な感情を伴うことがある。また、愛する対象が限定されているため、その範囲外の人々に対し

ては冷淡になることがある。無考の愛は、特定の個人に限定されない宇宙的な愛である。それは存

在するすべてのものに対する無条件の愛である。この愛は、相手が誰であるか、どのような性格で

あるか、どのような行動をとるかに関係なく注がれる。それは太陽の光が善人にも悪人にも平等に

注がれるのと同じである。この宇宙的な愛は、個人的な感情を超越しているため、執着や嫉妬が生

じることがない。また、この愛を体験した人は、すべての存在が本質的に一つであることを深く理解

する。自分と他者の境界が消失し、全宇宙への愛が自然に湧き上がってくる。 

第七十二条 無考の愛は、与えることで増大する。一般的に、物質的なものは与えれば減少する。

お金を与えれば自分の財産は減り、食べ物を分ければ自分の分は少なくなる。しかし愛は、物質と

は正反対の性質を持っている。愛は与えれば与えるほど増大する。これは愛が無限の源泉から湧

き出る性質を持っているからである。思考による愛は、しばしば取引的である。「愛を与えるから、愛

を返してほしい」という交換の論理が働いている。このような愛は、期待が満たされない時に失望や

怒りに変わる。また、有限の感情として捉えられているため、多くの人を愛すれば一人ひとりへの愛

が薄まると感じられる。無考の愛は、無限の源泉からの贈り物である。それは宇宙の愛が個人を通

して表現されたものであるため、決して枯渇することがない。むしろ、愛を表現すればするほど、そ

の源泉への通路が広がり、より多くの愛が流れるようになる。無考の愛を体験した人は、愛すること

の喜びを発見し、見返りを期待することなく愛を与え続けることができる。 

第七十三条 無考の愛は、相手を自由にする。思考による愛は、しばしば相手を束縛してしまう。
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「愛しているから、こうしてほしい」「愛しているから、こうあってほしい」という期待や要求が愛に混入

する。この束縛的な愛は、愛される側にとって重荷となることがある。自分らしくあることが難しくなり、

愛する人の期待に応えようと無理をしてしまう。また、束縛的な愛は、相手の成長を妨げることもあ

る。相手が新しいことに挑戦したり、独立したりすることを阻害してしまう。無考の愛は、相手を完全

に自由にする愛である。それは相手の存在そのものを愛するため、相手がどのような選択をしても、

どのような道を歩んでも、愛が変わることはない。この自由な愛を受けた人は、安心して自分らしさ

を表現することができる。また、愛されているという確信があるため、恐れることなく新しい挑戦をす

ることができる。無考の愛は、相手の最高の可能性を引き出す環境を提供する。愛することは支配

することではなく、解放することであることを実現する。 

第七十四条 無考の愛は、判断を伴わない。通常の愛には、多かれ少なかれ判断が混入している。

「この部分は好きだが、この部分は嫌い」「この行動は良いが、この行動は悪い」といった評価が愛

に影響を与える。相手の良い面を愛し、悪い面を批判するという条件付きの愛になってしまう。この

ような愛は、相手に罪悪感や劣等感を抱かせることがある。また、愛する側も、相手を理想化したり、

失望したりすることで感情的な起伏を経験する。無考の愛は、一切の判断を伴わない純粋な愛で

ある。それは相手の光の部分も影の部分も、成功も失敗も、美しい面も醜い面も、すべてを包含す

る全体的な愛である。この愛は、相手を変えようとしない。相手を裁かない。相手をあるがままに受

け入れる。このような無条件の愛を受けた人は、深い安らぎと解放を体験する。自分を偽る必要が

なく、完璧であろうと努力する必要もない。ありのままの自分で愛されているという確信が、その人の

存在を根本から癒す。 

第七十五条 無考の愛は、恐れを溶かし去る。恐れと愛は、正反対の波動を持っている。恐れは収

縮させ、分離し、固まらせる。愛は拡張させ、統合し、流動させる。思考による愛にも、しばしば恐れ

が混入している。相手を失う恐れ、愛されない恐れ、裏切られる恐れなどが、愛の純粋性を曇らせ

る。この恐れが、嫉妬、束縛、支配などの否定的な行動を引き起こす。無考の愛は、完全に恐れか

ら解放された愛である。それは無限の愛の源泉からの流れであるため、枯渇する心配がない。また、

個人的な所有を超えた宇宙的な愛であるため、失う恐れもない。この完全な愛の波動は、出会うす

べての恐れを自然に溶かし去る。愛の光に触れた恐れは、氷が太陽の光に触れて溶けるように、

消失してしまう。無考の愛を体験した人は、人生のあらゆる領域で恐れが減少していくことを発見す

る。愛に満たされた心には、恐れが住む場所がないのである。 

第七十六条 無考の愛は、奇跡を生み出す。愛の力は、一般的に理解されているよりもはるかに強

大である。純粋な愛は、物理的な法則さえも超越する力を持っている。病気を癒し、心を変え、不

可能を可能にする奇跡的な力である。しかし思考による愛は、この奇跡的な力を十分に発揮するこ

とができない。個人的な執着や恐れが、愛の純粋な流れを妨げてしまうからである。無考の愛は、

一切の制限から解放された純粋な愛の力である。この愛に触れた時、人々は深いレベルでの癒し

を体験する。身体的な病気が治癒したり、心の傷が癒されたり、人生の方向性が変わったりする。こ
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れらの変化は、外部からの治療によるものではなく、愛の力によって本人の内なる治癒力が活性化

された結果である。無考の愛を放射する人の周りでは、このような奇跡的な出来事が日常的に起こ

る。それは特別な超能力ではなく、愛の自然な力の現れである。愛こそが、この宇宙で最も強力で、

最も変容的な力なのである。 

第七十七条 無考の愛は、時空を超越している。通常の愛は、時間と空間の制約を受ける。物理

的に近くにいる時により強く感じられ、時間が経つにつれて薄れることがある。また、過去の記憶や

未来への期待によって左右されることが多い。無考の愛は、時間と空間の制限を受けない永遠の

愛である。それは過去にも未来にも依存しない、永遠の今における愛である。また、物理的な距離

に関係なく、愛する対象とのつながりを保持している。この時空を超越した愛を体験する人は、愛

する人が地球の裏側にいても、あるいは物理的な世界を去っていても、深いつながりを感じること

ができる。それは魂のレベルでのつながりであり、物理的な条件によって左右されることがない。ま

た、この愛は一瞬で人生を変える力を持っている。長い時間をかけて育てる必要はない。真の愛は、

出会った瞬間に認識され、永遠に続く。無考の愛を体験した人々は、愛が物理的な現象ではなく、

精神的、魂的な現象であることを深く理解する。 

第七十八条 無考の愛は、全存在への慈悲となって現れる。個人的な愛から始まった愛は、成熟

するにつれて対象を拡張していく。家族への愛から友人への愛へ、そして見知らぬ人々への愛へ

と広がっていく。無考の愛は、この拡張のプロセスが完成した状態である。それは人間だけでなく、

動物、植物、鉱物、そして存在するすべてのものに対する愛である。この全包括的な愛は、慈悲と

して現れる。慈悲とは、すべての存在の苦しみを自分の苦しみとして感じ、すべての存在の幸福を

願う心である。無考の愛を体験した人は、自分と他者の境界が消失するため、他者の苦しみを文

字通り自分のこととして体験する。しかし同時に、その苦しみが幻想であることも理解している。真の

慈悲は、苦しみに巻き込まれることではなく、苦しんでいる存在を苦しみから解放することである。

無考の慈悲は、智慧と一体となった愛であり、最も効果的な救済をもたらす。それは同情ではなく、

真の理解に基づいた積極的な愛の行動である。 

第七十九条 無考の愛を受けた者は、自らも愛を放射するようになる。愛は伝染性を持っている。

真の愛に触れた人は、その愛を他者にも与えたくなる。これは意識的な決断というよりも、自然な流

れである。花が香りを放つように、愛を受けた人は愛を放射するようになる。思考による愛の伝達は、

しばしば意図的で努力を伴う。「愛を示さなければならない」「優しくしなければならない」という義務

感に基づいている。このような愛は、時として重荷となり、継続が困難である。無考の愛の伝達は、

全く自然で努力を要しない。それは内側に満ちた愛が自然にあふれ出る現象である。無考の愛を

深く体験した人は、意図することなく周囲に愛を放射する。その存在そのものが愛の表現となる。こ

のような人の周りでは、愛の連鎖反応が起こる。一人の人が愛を放射すると、その愛を受けた人々

も愛を放射するようになり、愛が波紋のように広がっていく。これが、世界を変革する最も強力で持

続的な方法である。武力や説得ではなく、愛の力による自然な変革である。 
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第八十条 無考の愛は、愛する者と愛される者の境界を消し去る。通常の愛の関係では、愛を与え

る側と受け取る側が明確に区別されている。親が子を愛し、恋人同士が愛し合うという構造がある。

しかし無考の愛においては、この与える側と受け取る側の境界が曖昧になる。愛することと愛される

ことが同時に起こり、一つの体験となる。これは、無考の愛が個人的な感情を超えた宇宙的な現象

だからである。個人が愛を与えるのではなく、宇宙の愛が個人を通して流れる。同様に、個人が愛

を受け取るのではなく、宇宙の愛を認識するのである。この境界の消失により、愛の体験はより深く、

より完全なものとなる。愛する喜びと愛される喜びが統合され、分離のない完全な愛の体験が生ま

れる。この状態では、「私があなたを愛している」ではなく、「愛が存在している」という認識になる。

愛が主語となり、個人は愛が表現される場となる。この非二元的な愛の体験こそが、最も深い満足

と至福をもたらす。 

第九章 無考と悟り 

第八十一条 悟りとは、思考の幻想から完全に目覚めることである。多くの人が悟りを特別な体験

や神秘的な状態だと誤解している。しかし悟りとは、実際には極めてシンプルなことである。それは

思考が作り出す幻想から完全に目覚めることに他ならない。私たちは生まれてからずっと、思考が

作り出す世界の中で生きている。過去と未来、自分と他人、成功と失敗、幸福と不幸といった思考

の分類が、私たちの現実認識を形成している。しかしこれらの分類は、単なる思考の産物であり、

実在するものではない。悟りの瞬間、このすべての幻想が崩れ落ちる。そこに残るのは、純粋な存

在、純粋な意識、純粋な今である。悟った者は特別な人間になるのではない。彼らは単に、普通の

人間が持つ幻想を手放しただけである。悟りは獲得するものではなく、除去するものである。雲が

取り払われれば、元からあった青空が現れるように、幻想が取り払われれば、元からあった真実が

現れる。 

第八十二条 無考の深まりが、悟りへの階段である。悟りは突然の出来事のように見えることがある

が、実際には無考の深まりという段階的なプロセスを経ることが多い。最初は短時間の無考状態を

体験し、次第にその時間が長くなり、深くなっていく。思考の間隔が広がり、心の静寂が増していく。

この過程で、現実に対する認識が少しずつ変化していく。以前は深刻だった問題が些細に思える

ようになり、以前は重要だった事柄が意味を失っていく。そして最終的に、思考そのものの虚構性

が完全に見抜かれる瞬間が訪れる。これが悟りの瞬間である。しかしこの瞬間は、長い無考の修練

の自然な結果である。種が土の中で静かに成長し、やがて花を咲かせるように、無考の深まりは必

然的に悟りという花を咲かせる。急ぐ必要はない。無考の実践を続けていれば、悟りは自然に訪れ

る。それは努力して獲得するものではなく、成熟によって実現するものである。 

第八十三条 悟った者にとって、日常生活すべてが瞑想である。一般的に瞑想は、特定の時間に

特定の場所で行う特別な行為だと考えられている。座禅、歩行瞑想、呼吸瞑想など、様々な形式

の瞑想法が存在する。これらの実践は悟りへの道において価値があるが、悟った者にとっては、も

はや特別な瞑想の時間は必要ない。彼らの日常生活すべてが瞑想となっているからである。食事
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をすることも、歩くことも、話すことも、働くことも、すべてが瞑想的な行為となる。それは意識的に瞑

想しようと努力しているのではない。彼らの意識が常に今この瞬間に根ざしているため、どんな行為

も自然に瞑想となってしまうのである。このような状態では、聖と俗の区別が消失する。寺院も路上

も、同じように神聖な場所となる。祈りの時間も日常の作業も、同じように価値のある行為となる。悟

った者は、特別な霊性を実践しているのではない。彼らは普通の生活を霊性そのものとして生きて

いる。 

第八十四条 悟りは終着点ではなく、新しい始まりである。多くの求道者が悟りを最終的な目標だと

考えている。悟りに到達すれば、すべての問題が解決し、永遠の平安が得られると期待している。

しかし実際の悟りの体験は、これらの期待とは異なる。悟りは確かに根本的な変容をもたらすが、そ

れは終着点ではなく、新しい始まりである。悟った瞬間、求道者としての旅は終わるが、覚醒した存

在としての新しい人生が始まる。この新しい人生では、個人的な解放を超えた使命が現れる。他の

人々の覚醒を支援すること、愛と智慧を世界に表現すること、宇宙の進化に貢献することなど、より

大きな目的が明らかになる。悟りを体験した者は、自分だけの平安に満足することができない。す

べての存在が同じ真実を認識することを願うようになる。悟りは個人的な達成ではなく、宇宙的な責

任の始まりである。真の悟りは利己的ではありえない。それは必然的に利他的な行動を生み出す。 

第八十五条 悟った者は、悟りについて語らない。真の悟りを体験した者は、その体験について多

くを語らない傾向がある。これは秘密主義からではなく、言葉の限界を理解しているからである。悟

りの体験は、言語の範囲を超えている。どれほど美しい言葉を使っても、その真実を完全に伝える

ことはできない。また、悟りについて語ることは、聞く人に概念的な理解を与えるが、これが実際の

体験の妨げになることがある。人は概念を理解することで満足し、実際の体験を求めなくなってしま

う。悟った者は、言葉よりも存在によって真実を伝える。彼らの静寂、平安、愛が、言葉よりも雄弁に

真実を語る。また、彼らが語る時も、悟りそのものについてではなく、日常的な事柄について語るこ

とが多い。なぜなら、悟った視点から見れば、すべてが等しく神聖であり、特別な霊的な話題など

存在しないからである。真の教えは、最も普通の瞬間に、最も自然な方法で伝達される。 

第八十六条 悟りは、努力によって得られるものではない。現代社会では、努力すれば目標を達成

できるという信念が根強い。この信念を悟りの探求にも適用し、瞑想を頑張り、修行を積み重ねれ

ば悟りに到達できると考える人が多い。しかし悟りは、努力の結果として得られるものではない。む

しろ努力を手放した時に、自然に現れるものである。なぜなら悟りとは、何かを獲得することではな

く、元からあるものを認識することだからである。私たちは既に完全であり、既に悟っている。ただ、

思考の雲によってその事実が隠されているだけである。努力は、しばしばこの雲を厚くしてしまう。

「悟らなければならない」「進歩しなければならない」という思考が、新たな雲を作り出す。真の悟り

は、すべての努力、すべての求めることを手放した時に起こる。それは降参の瞬間、完全な受け入

れの瞬間に訪れる。悟りは達成ではなく、発見である。隠されていた宝物を見つけるように、元から

あった真実を発見するのである。 
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第八十七条 悟りの体験は、体験者を消し去る。通常の体験では、体験する者と体験される内容が

明確に分かれている。美しい夕日を見る時、見る者（私）と見られる対象（夕日）が存在する。しかし

悟りの体験では、この主客の分離が完全に消失する。体験者がいなくなり、体験だけが残る。ある

いは、体験が体験者となり、体験者が体験となる。この状態では、「私が悟りを体験している」ではな

く、「悟りが起こっている」という認識になる。個人的な自我が一時的に、あるいは永続的に消失し、

純粋な意識だけが残る。この無我の状態こそが、真の悟りの特徴である。自我がある限り、それは

本当の悟りではない。なぜなら自我こそが、幻想の根源だからである。悟りの体験後、自我が再び

現れることもあるが、その自我は以前とは質的に異なっている。それは実体のない機能的な自我で

あり、必要に応じて現れ、必要がなくなれば消える。悟った者は、自我を持ちながらも、自我に支配

されることがない。 

第八十八条 真の悟りは、日常性の中に現れる。多くの人が悟りを劇的で非日常的な体験だと想

像している。光に包まれたり、神の声を聞いたり、超常的な能力を得たりするような特別な出来事を

期待している。しかし真の悟りは、むしろ極めて日常的な瞬間に現れることが多い。朝のコーヒーを

飲んでいる時、道を歩いている時、友人と談笑している時など、何でもない普通の瞬間に、突然す

べてが明らかになる。それは雷に打たれるような劇的な体験ではなく、まるで霧が晴れるような自然

な明晰さである。「ああ、そうだったのか」という静かな理解が訪れる。この日常性の中の非日常こそ

が、真の悟りの特徴である。悟りは、日常生活から逃避することではなく、日常生活の真実を見抜く

ことである。特別な状態を求める必要はない。今この瞬間、この普通の体験の中に、すべての真実

が含まれている。悟りは遠くにあるのではなく、いつもここにある。ただ、それを認識する目が開かれ

るのを待っているだけである。 

第八十九条 悟った者は、何も知らないことを知っている。知識の蓄積は、現代社会では価値ある

こととされている。より多くを学び、より多くを理解し、より多くを知ることが進歩だと考えられている。

しかし悟りの道においては、知ることよりも知らないことの方が価値を持つ。なぜなら、すべての知

識は思考の産物であり、思考は真実を完全に捉えることができないからである。悟った者は、自分

が何も知らないことを深く知っている。これは無知ではなく、知識の限界を理解した上での無知であ

る。ソクラテスの「無知の知」と同じ境地である。この無知の状態でいる時、真の知恵が現れる余地

が生まれる。頭を空にした時、宇宙の知恵が流れ込んでくる。悟った者は、質問されれば適切に答

えることができるが、それは蓄積された知識からではなく、その瞬間に現れる洞察からである。彼ら

は生きた知恵を持っているのであって、死んだ知識を持っているのではない。真の知恵は、無知の

土壌から開花する。 

第九十条 悟りは、個人的な体験を超えた宇宙的な出来事である。悟りを個人的な達成や個人的

な体験だと考えることは、悟りの本質を誤解している。確かに悟りは個人によって体験されるが、そ

れは個人的な出来事ではない。それは宇宙の意識が、個人を通して自分自身を認識する出来事

である。個人が悟るのではなく、宇宙が個人において目覚めるのである。この視点から見れば、悟
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った個人の数が増えることは、宇宙の自己認識が深まることを意味する。一人一人の悟りは、全体

の進化に貢献している。また、悟りの体験は、体験した個人だけのものではない。それは人類全体

の意識の進化に影響を与える。一人の人が真の愛を体験すれば、愛の場が強化され、他の人々も

愛を体験しやすくなる。一人の人が完全な平安を実現すれば、平安の可能性が世界に示される。

悟った存在の数が増えれば増えるほど、人類全体の意識レベルが向上していく。これが、個人の

悟りが世界を変革する理由である。 

第十章 無考と自然 

第九十一条 自然は、無考の完璧な教師である。現代人は自然から遠ざかり、人工的な環境で生

活することが多くなった。しかし自然こそが、無考の最も完璧な教師である。自然界のあらゆる存在

は、思考することなく完璧に機能している。花は咲き方について考えることなく美しく咲き、鳥は飛

び方について分析することなく優雅に空を舞う。川は流れ方について計画することなく最適な道を

見つけ、木は成長戦略について悩むことなく空に向かって伸びていく。彼らはすべて、内なる知恵

に従って生きている。この内なる知恵こそが、無考の状態で人間がアクセスできるものと同じである。

自然の中で時間を過ごすことは、無考の実践そのものである。自然のリズムに同調することで、私

たちの思考は自然に静まり、内なる静寂が深まっていく。木々のざわめき、鳥のさえずり、川のせせ

らぎは、心の騒音を静める自然の音楽である。自然と調和して生きることは、無考で生きることの実

践的な表現である。 

第九十二条 季節の変化は、無常の美しい教えである。仏教では無常を人生の根本的な真理の

一つとして教えている。すべてのものが変化し、永続するものは何もないという教えである。しかしこ

の無常を頭で理解することと、実際に体験することは異なる。自然の季節の変化は、無常を美しく

体験させてくれる最高の教師である。春の新緑、夏の繁茂、秋の紅葉、冬の静寂という循環は、生

成と消滅、誕生と死の永遠のダンスを見せてくれる。それぞれの季節が美しく、それぞれに意味が

あり、そして必ず変化していく。この変化に抵抗することの無意味さを、自然は教えてくれる。無考

の者は、季節の変化と同じように、人生の変化を受け入れることができる。喜びの時も悲しみの時も、

成功の時も失敗の時も、すべてが過ぎ去っていく季節だと理解している。変化に抵抗するのではな

く、変化と共に踊る。これが自然から学ぶ無常の智慧である。 

第九十三条 動物たちは、無考の純粋な表現である。動物たちを観察すると、彼らが思考に支配さ

れていないことが明らかである。猫は過去を後悔することもなく、未来を心配することもない。ただ今

この瞬間に完全に生きている。犬は主人を愛する理由を分析したりしない。純粋で無条件の愛を

表現している。野生動物たちは、生存のために必要な行動を取るが、それは恐れや不安からでは

なく、生命の本能に従っているからである。彼らは不要な争いをせず、必要以上に蓄積しない。自

然のリズムに従って生き、無駄なエネルギーを使わない。動物たちの行動は、無考の生き方の完

璧な見本である。現代の人間社会が失ってしまった自然性を、動物たちは保持している。彼らと時

間を過ごすことで、私たちは思考以前の純粋な存在状態を思い出すことができる。ペットとの交流
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や野生動物の観察は、無考の実践の一つでもある。彼らの純粋さに触れることで、私たちの心も純

粋になっていく。 

第九十四条 植物は、静寂の中の生命力を教えてくれる。植物たちは、音を立てることなく、動き回

ることなく、静寂の中で生きている。しかしその静寂の中には、驚くべき生命力が秘められている。

種は土の中で静かに発芽し、根は地中で静かに伸び、葉は静かに太陽の光を受けて光合成を行

う。この静寂の中の活動は、無考の状態における内なる活動と似ている。外見的には何も起こって

いないように見えても、内側では深い変容が進行している。植物たちは、騒がしく動き回ることなく、

静かに成長し、美しい花を咲かせ、豊かな実を結ぶ。これは、静寂の力の素晴らしい見本である。

現代社会では、活動的であることが価値あることとされがちだが、植物は静寂の中にある創造力を

示している。無考の実践者は、植物のように静寂の中で成長し、適切な時に美しい花（智慧や愛）

を咲かせることができる。庭仕事や植物の世話をすることは、この静寂の力を学ぶ実践的な方法で

もある。 

第九十五条 大自然は、宇宙の秩序を地上に現している。山々、海、空、星々といった大自然の光

景は、宇宙の根本的な秩序を目に見える形で現している。これらの壮大な自然現象を前にする時、

私たちの小さな思考や悩みは自然に静まっていく。自我の境界が薄れ、大いなるものとの一体感

を体験する。これは自然の無言の教えである。大自然は説教することなく、人間に根本的な真理を

伝えている。私たちが宇宙の一部であること、すべてが相互につながっていること、永遠性の中に

存在していることを、直接体験させてくれる。高い山に登った時、広大な海を見た時、満天の星空

を仰いだ時に感じる感動は、思考を超えた認識である。それは魂が故郷を思い出す瞬間である。

無考の者は、日常生活の中でも、この大自然とのつながりを保持している。都市にいても、室内に

いても、大いなる自然の一部として生きている。自然とは、外にあるものではなく、私たちの本質そ

のものなのである。 

第九十六条 自然のリズムに同調することで、人生は調和する。現代生活は、自然のリズムから大

きく乖離している。人工的な照明により昼夜のリズムが乱され、エアコンにより季節感が失われ、加

工食品により食の自然性が損なわれている。このような不自然な生活は、心身の不調和を生み出

す。無考の実践には、自然のリズムに戻ることも含まれている。太陽と共に起き、太陽と共に休む。

季節の食材を食べ、季節に応じた活動をする。月の満ち欠けを意識し、自然の音に耳を傾ける。こ

のような自然との同調は、思考の騒音を静め、内なる平安を深める。自然のリズムは、宇宙のリズム

の反映である。このリズムに同調することで、私たちの人生も宇宙の大きな秩序と調和する。病気が

治り、人間関係が改善し、創造性が高まり、直感が鋭くなる。これらは自然との調和がもたらす自然

な結果である。自然に帰ることは、真の自分に帰ることでもある。 

第九十七条 環境問題は、人間の意識問題である。現代社会が直面している環境問題の根本原

因は、技術的な問題ではなく、意識の問題である。自然を征服し、支配し、搾取する対象として見

る意識が、環境破壊を生み出している。この分離意識は、思考が作り出す幻想である。実際には、
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人間と自然は一つの生命体の異なる部分に過ぎない。自然を破壊することは、自分自身を破壊す

ることである。無考の意識では、この一体性が直接体験される。自然と自分が別々の存在ではない

ことが明らかになる。この認識から生まれる行動は、自然に環境を保護し、調和を促進する。それ

は義務感や恐怖からではなく、愛からの行動である。自分を愛するように自然を愛し、自分を大切

にするように地球を大切にする。環境問題の根本的解決は、人類の意識の変革にかかっている。

無考の意識が広まることで、人間と自然の調和的な関係が回復される。これが、環境問題に対する

最も根本的で持続的な解決策である。 

第九十八条 自然との対話は、言葉を超えた交流である。現代人の多くは、自然を無生物の物質と

して捉えているが、実際には自然のすべてが生命に満ちている。山には山の意識があり、海には

海の智慧があり、木には木の魂がある。無考の状態では、これらの自然の存在たちとの対話が可

能になる。それは言葉による対話ではなく、存在と存在の直接的な交流である。古代の人々は、こ

の自然との対話を日常的に行っていた。彼らは山の神、海の神、木の精霊たちと交流し、自然から

知恵を学んでいた。これは迷信ではなく、実際の体験である。無考の意識では、すべての存在が

意識を持っていることが自然に理解される。石も、川も、風も、それぞれ独特の存在感を持ち、独特

のメッセージを持っている。自然の中で静かに座り、思考を止めて存在全体で感じる時、自然から

の微細なメッセージを受け取ることができる。これは人間の直感力、感受性、霊的な感覚を大いに

高める実践である。自然との対話を通して、私たちは宇宙の大きな意識との繋がりを回復すること

ができる。 

第九十九条 自然の美は、魂を目覚めさせる。自然の美しさは、単なる視覚的な快楽を超えた力を

持っている。夕日の美しさ、花の可憐さ、山の雄大さ、海の神秘性などは、見る人の魂の奥深くに

触れ、何か根本的な真実を思い出させる。これは美が持つ覚醒の力である。真の美は、魂の故郷

を思い出させる。私たちの本質もまた美そのものであり、自然の美に触れることで、その事実を思い

出すのである。無考の状態では、自然の美をより深く、より純粋に体験することができる。思考によ

る分析や評価が介入しないため、美がダイレクトに魂に届く。一輪の花を見ても、その美しさに完全

に没頭し、時を忘れることができる。このような美の体験は、深い瞑想と同じ効果を持っている。心

が浄化され、意識が高まり、存在の喜びが蘇る。自然の美を愛でることは、最も身近で効果的な霊

性の実践の一つである。美しい自然の中で時間を過ごすことで、私たちは自然に無考の状態に導

かれ、魂の目覚めを体験することができる。 

第十一章 無考と仕事 

第百条 真の仕事は、魂の表現である。多くの人が仕事を生計を立てるための必要悪だと考えてい

る。朝起きるのが辛く、仕事に行くのが嫌で、休日を待ち望む。このような仕事との関係は、人生の

大部分を苦痛にしてしまう。しかし仕事の本来の意味は、魂の表現である。一人一人が持つ独特

の才能、創造性、愛を世界に表現する手段が仕事である。この視点から仕事を捉えるとき、仕事は

苦役ではなく喜びとなる。無考の状態では、自分の真の才能や使命が明らかになる。思考によって
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抑圧されていた創造性が解放され、本当にやりたいことが見えてくる。そして、その真の願いに従っ

て仕事を選択するとき、仕事は魂の表現となる。このような仕事は疲労をもたらさない。むしろエネ

ルギーを与える。時間を忘れて没頭し、仕事を通して成長し、周囲の人々にも恩恵をもたらす。魂

の表現としての仕事は、個人の充実だけでなく、社会全体の調和と進歩に貢献する。 

第百一条 無考で働く者は、完璧な仕事をする。思考に支配された仕事は、しばしば不完全である。

心配、不安、急ぎ、完璧主義などの思考が、集中力を散漫にし、ミスを誘発する。また、結果への

執着が緊張を生み、本来の能力を発揮することを妨げる。無考の状態で仕事をするとき、これらの

障害がすべて消失する。心は完全に今この瞬間の作業に集中し、手は自然に正確な動きをし、直

感は最適な判断を導く。このような状態で行われる仕事は、必然的に完璧なものとなる。それは完

璧を目指した結果ではなく、自然に完璧になった結果である。無考の職人は、意識することなく最

高品質の作品を生み出す。無考の医師は、患者の真のニーズを直感的に理解し、最適な治療を

提供する。無考の教師は、生徒一人一人の心に響く教えを自然に与える。分野を問わず、無考で

行われる仕事は、その質において他を圧倒する。これは技術や知識を超えた、存在の質の違いで

ある。 

第百二条 仕事への執着を手放すとき、真の成功が生まれる。現代社会では、仕事での成功への

強い執着が美徳とされている。「必ず成功してやる」「絶対に負けない」という意志が重要だと教えら

れる。しかし、この執着こそが真の成功を妨げる大きな要因である。執着は緊張を生み、恐れを増

大させ、自然な能力の発揮を妨げる。また、特定の結果に固執することで、より良い機会を見逃し

てしまうことがある。無考の働き方では、最善を尽くしながらも結果に執着しない。この姿勢により、

緊張がなくなり、創造性が解放され、直感が鋭くなる。また、結果への執着がないため、予想外の

展開にも柔軟に対応できる。このような働き方は、しばしば予想を超えた素晴らしい成果をもたらす。

それは個人の努力だけでなく、宇宙の創造的な力が働いた結果である。執着を手放すことは、決

して無責任になることではない。それは最高の責任感を持ちながら、結果を宇宙に委ねることであ

る。 

第百三条 職場の人間関係は、魂の成長の機会である。職場での人間関係の悩みは、現代人の

大きなストレス源の一つである。上司との軋轢、同僚との競争、部下との意思疎通の困難など、

様々な問題が生じる。多くの人がこれらの問題を避けようとしたり、相手を変えようとしたりする。しか

し無考の視点から見れば、これらの困難な人間関係はすべて魂の成長のための貴重な機会であ

る。困難な上司は、忍耐力と理解力を育てる教師である。競争的な同僚は、執着心を手放すことを

教える導師である。反抗的な部下は、真のリーダーシップを学ぶ機会を与えてくれる。無考の状態

では、これらの関係における自分の役割と学ぶべき課題が明確に見える。相手を変えようとするの

ではなく、自分自身の意識を高めることに集中する。この姿勢の変化により、不思議なことに職場の

人間関係も改善していく。愛と理解をもって接することで、相手の心も自然に開かれていく。職場は

単なる労働の場ではなく、人間性を磨く道場でもあるのである。 
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第百四条 無考のリーダーシップは、支配ではなく奉仕である。従来のリーダーシップは、権力によ

る支配に基づいていることが多い。部下をコントロールし、指示に従わせ、目標を達成させることが

リーダーの役割だと考えられている。しかし、このようなリーダーシップは、しばしば抵抗や反発を生

み出し、組織の調和を乱す。無考のリーダーシップは、支配ではなく奉仕に基づいている。リーダ

ーは、メンバーの最高の可能性を引き出すことに奉仕する。彼らを支配するのではなく、彼らが成

長し、輝けるような環境を整える。無考のリーダーは、自分の権威を誇示したりしない。むしろ謙虚

で、メンバーの意見を大切にし、一人一人の価値を認める。このようなリーダーシップのもとでは、メ

ンバーは自発的に最善を尽くすようになる。恐れからではなく、愛と尊敬から行動するようになる。

組織全体が調和し、創造性が発揮され、予想を超えた成果が生まれる。真のリーダーシップは、人

を動かすことではなく、人が自然に動きたくなる環境を作ることである。 

第百五条 お金への執着を手放すとき、豊かさが流れ込む。現代社会では、お金が成功の象徴と

され、多くの人がお金を稼ぐことに人生を捧げている。しかし、お金への執着は、しばしば本当の豊

かさを妨げる。お金への恐れや不安が、創造性を制限し、人間関係を悪化させ、健康を害する。ま

た、お金だけを追求する仕事は、魂を空虚にし、人生の意味を見失わせる。無考の働き方では、お

金への執着を手放し、価値の創造に集中する。本当に人々の役に立つ仕事、社会に貢献する仕

事、自分の魂が喜ぶ仕事に従事する。このような仕事は、必然的に価値を生み出し、その価値に

応じた報酬が自然に流れ込んでくる。また、お金への執着がないため、お金の流れに対しても自

然で健全な関係を築くことができる。必要な時に必要なだけ入り、適切に使われ、適切に循環する。

お金は、価値交換の手段であり、愛の表現の一つでもある。このような理解に基づいて扱うとき、お

金は祝福となり、豊かさをもたらす。 

第百六条 仕事と生活の分離は、魂の分裂である。現代社会では、「ワークライフバランス」という言

葉が流行している。仕事と私生活を分けて考え、それぞれにバランスよく時間を配分することが重

要だとされている。しかし、この考え方は仕事と生活を二分する思考に基づいている。無考の視点

から見れば、仕事も生活も一つの人生の表現である。魂の表現としての仕事は、生活から分離でき

るものではない。本当に自分に合った仕事、魂が喜ぶ仕事をしている時、仕事と生活の境界は曖

昧になる。仕事が生活であり、生活が仕事である。このような統合された生き方では、ストレスが生じ

ない。なぜなら、すべての活動が自分の本質の自然な表現だからである。家にいても職場にいても、

同じ愛と平安を保持している。同じ創造性を発揮し、同じ成長を続けている。仕事と生活を分離す

る必要は、仕事が魂の表現になっていない時にのみ生じる。真の統合は、外的なバランスではなく、

内的な調和から生まれる。 

第百七条 競争から協創へのシフトが、新しい働き方を生む。従来のビジネスモデルは、競争に基

づいていた。他社を打ち負かし、市場シェアを奪い、利益を独占することが成功だとされていた。し

かし、この競争原理は、しばしば対立と不和を生み出し、社会全体の調和を乱す。また、競争は有

限のパイを奪い合う発想であり、真の豊かさを生み出すことができない。無考のビジネスは、競争か
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ら協創へのシフトを実現する。他者と競争するのではなく、他者と協力して新しい価値を創造する。

一社だけの利益ではなく、関係するすべての人々の利益を考慮する。このような働き方は、パイの

奪い合いではなく、パイそのものを大きくする。顧客、従業員、株主、地域社会、環境など、すべて

のステークホルダーが恩恵を受ける。協創に基づくビジネスは、持続可能で調和的な発展を実現

する。それは単なる経済活動ではなく、社会の進化に貢献する創造的な活動である。無考の経営

者や起業家が増えることで、このような新しい働き方が世界に広がっていく。 

第十二章 無考と教育 

第百八条 真の教育は、知識の詰め込みではなく、智慧の開花である。現代の教育システムは、大

量の情報と知識を生徒に詰め込むことに重点を置いている。テストで良い点を取り、良い学校に入

り、良い会社に就職することが教育の目的とされている。しかし、このような教育は、生徒の創造性

や直感力を抑制し、画一的な人間を大量生産してしまう。真の教育は、一人一人の内側にある智

慧を開花させることである。すべての子供は、生まれながらにして無限の可能性と創造力を持って

いる。教育の役割は、この内在する可能性を引き出し、育てることである。無考の教育では、知識の

暗記よりも直感力の開発を重視する。答えを教えるのではなく、自分で答えを見つける能力を育て

る。競争よりも協力を、分析よりも統合的な理解を促進する。このような教育を受けた子供たちは、

自立した思考力を持ち、創造的な問題解決能力を発揮し、調和的な人間関係を築くことができる。

彼らは知識を持つだけでなく、智慧を体現する人間として成長する。 

第百九条 教師の役割は、教えることではなく、学びを促進することである。従来の教育では、教師

は知識を持つ者として、生徒は無知な者として位置づけられている。教師が一方的に知識を伝達

し、生徒は受動的にそれを受け取るという関係である。しかし、無考の教育では、教師と生徒の関

係が根本的に異なる。教師は知識の伝達者ではなく、学びのファシリテーターである。生徒一人一

人が持つ内なる知恵にアクセスできるように支援する。質問を投げかけ、気づきを促し、発見の喜

びを体験させる。このような教師は、自分自身も学び続ける存在である。生徒から学び、教える過

程で自分も成長する。教室は、教師が一方的に教える場所ではなく、全員が共に学び合う場所と

なる。このような環境では、生徒の自発性と創造性が最大限に発揮される。彼らは受動的な受信者

ではなく、能動的な探求者として学習に参加する。真の教師は、自分の知識を誇示するのではなく、

生徒の可能性を信じ、それを引き出すことに喜びを見出す。 

第百十条 子供の直感力は、大人よりも優れている。 現代社会では、大人が子供よりも優れている

という前提がある。知識、経験、判断力において大人の方が勝っているという考えである。確かに、

特定の分野の知識や社会経験では大人の方が豊富かもしれない。しかし、直感力、創造性、純粋

性においては、子供の方がはるかに優れていることが多い。子供はまだ思考による制限を受けて

いないため、無限の可能性を感じ取ることができる。大人が「不可能だ」と思うことも、子供は自然に

可能だと信じている。また、子供は思考よりも感覚を信頼するため、状況の本質を直感的に理解す

ることがある。無考の教育では、この子供の優れた直感力を認め、大切に育てる。大人の論理で押
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し切るのではなく、子供の感覚に耳を傾ける。子供の「なぜ？」「どうして？」という質問を煩わしいも

のとして扱うのではなく、深い洞察の表れとして尊重する。このような姿勢により、子供の直感力はさ

らに磨かれ、成長しても失われることがない。直感力を保持した大人が増えることで、社会全体がよ

り智慧深く、調和的になっていく。 

第百十一条 遊びは、最も効果的な学習方法である。現代の教育では、遊びと学習を対立するも

のとして捉えることが多い。「遊んでいないで勉強しなさい」という言葉に象徴されるように、遊びは

学習の妨げになる要素として見られている。しかし、実際には遊びこそが最も効果的な学習方法で

ある。遊んでいる時、子供は完全に集中し、創造性を発揮し、様々なスキルを自然に習得する。ま

た、遊びは楽しいため、長時間続けることができ、深い理解に到達することが可能である。無考の

教育では、遊びと学習を統合する。学習そのものを遊びのように楽しいものにし、遊びの中に学習

の要素を自然に組み込む。このようなアプローチにより、子供は勉強を苦痛として感じることなく、

自発的に学び続けることができる。また、遊びを通した学習は、記憶に深く刻まれ、応用力も高い。

知識を暗記するのではなく、体験を通して理解するからである。大人になっても遊び心を失わない

人は、創造性と学習能力を保持し続ける。遊びは子供だけのものではなく、生涯にわたって大切に

すべき人間の本質的な活動である。 

第百十二条 個性の尊重が、真の平等を生み出す。現代の教育システムは、平等という名目で画

一化を推進することがある。すべての子供に同じカリキュラムを提供し、同じペースで学習させ、同

じ基準で評価する。しかし、これは真の平等ではない。一人一人の個性や能力の違いを無視した

偽の平等である。真の平等は、一人一人の個性を尊重し、それぞれが持つ独特の才能を最大限

に発揮できる機会を平等に提供することである。無考の教育では、子供一人一人が異なる存在で

あることを前提とする。ある子は数学が得意で、ある子は芸術に才能があり、ある子は人とのコミュニ

ケーションに長けている。これらの違いは優劣ではなく、多様性の表れである。教育の役割は、この

多様性を抑制するのではなく、促進することである。個人の興味、関心、才能に応じたカスタマイズ

された学習を提供する。このようなアプローチにより、すべての子供が自分らしく成長し、社会に独

特の貢献をすることができる。多様な個性が調和的に共存する社会こそが、真に豊かで創造的な

社会である。 

第百十三条 心の教育が、知識の教育よりも重要である。現代の教育は、知識やスキルの習得に

重点を置いているが、心の教育はほとんど行われていない。しかし、知識があっても心が貧しい人

は、その知識を破壊的に使用する可能性がある。歴史を見れば、高い知識と技術を持ちながら、

戦争や環境破壊を引き起こした例は数多くある。真の教育は、知識の習得と同時に、あるいはそれ

以上に心の教育を重視すべきである。愛、慈悲、正義感、美意識、倫理観など、人間として最も大

切な資質を育てることが重要である。無考の教育では、心の教育が自然に組み込まれている。な

ぜなら、無考の状態では、愛と智慧が統合されているからである。頭だけでなく、心で理解し、魂で

体験する統合的な学習が行われる。このような教育を受けた人は、知識を愛のために使い、技術を
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人類の幸福のために活用し、能力を社会の調和のために発揮する。彼らは単なる知識人ではなく、

智慧ある人間として社会に貢献する。心と頭が調和した教育こそが、真に平和で豊かな社会を創

造する基盤である。 

第百十四条 失敗は、成功よりも価値ある学習機会である。現代の教育システムでは、成功が賞賛

され、失敗が恥とされる。良い成績を取れば褒められ、悪い成績を取れば叱られる。このような価値

観は、子供に失敗への恐怖を植え付け、挑戦する勇気を奪ってしまう。しかし、実際には失敗こそ

が最も価値ある学習機会である。失敗を通して、私たちは自分の限界を知り、改善すべき点を発見

し、より深い理解に到達することができる。また、失敗は謙虚さを教え、他人への共感を育て、忍耐

力を強化する。無考の教育では、失敗を歓迎する。失敗は恥ずかしいことではなく、成長の証拠で

ある。挑戦した結果の失敗は、挑戦しなかった安全よりもはるかに価値がある。教師は生徒に、失

敗から学ぶ姿勢を教える。「なぜ失敗したのか？」「何を学んだか？」「次はどうしたら良いか？」と

いう建設的な問いかけを通して、失敗を成長の糧に変える。このような環境では、子供は失敗を恐

れることなく、自由に挑戦し、実験し、創造することができる。失敗を恐れない人間は、無限の可能

性を持つ人間である。 

第百十五条 教育の目的は、幸福な人間を育てることである。現代の教育システムの多くは、経済

的成功や社会的地位の獲得を目的としている。良い学校に入り、良い会社に就職し、高い収入を

得ることが教育の成果として評価される。しかし、これらの外的な成功を達成しても、必ずしも幸福

になれるとは限らない。むしろ、競争と比較の中で心の平安を失い、真の満足感を得られない人も

多い。教育の真の目的は、幸福な人間を育てることである。幸福とは、外的な条件に左右されない

内なる平安と喜びである。自分らしく生き、他者を愛し、人生の意味を見出し、毎日を感謝と共に過

ごすことができる人間を育てることが、教育の最高の目標である。無考の教育では、この幸福の実

現を最優先にする。競争よりも協力を、比較よりも自己受容を、蓄積よりも体験を重視する。子供が

自分の内なる喜びの源泉を発見し、それを他者と分かち合えるような教育を提供する。このような

教育を受けた人は、どのような環境にあっても幸福を保持し、周囲の人々にも幸福をもたらすことが

できる。真に教育された人間とは、単に知識を持つ人ではなく、幸福を体現し、幸福を創造する人

である。 

第十三章 無考と宇宙 

第百十六条 宇宙は、無考の最も壮大な表現である。宇宙を観察すると、そこには完璧な秩序と調

和が存在している。惑星は正確な軌道を描き、星々は美しい配列を保ち、銀河は荘厳な回転を続

けている。この壮大な宇宙の営みには、思考や計画がない。すべてが自然法則に従って、自動的

に、完璧に機能している。これは無考の状態の最も壮大な表現である。宇宙は考えることなく存在

し、考えることなく進化し、考えることなく無限の創造を続けている。この宇宙の無考性から、私たち

は深い教えを受け取ることができる。最も複雑で美しい創造が、思考なしに実現されている。最も調

和的な秩序が、計画なしに維持されている。私たち人間も、この宇宙の一部である。同じ自然法則
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に従い、同じ創造力を秘めている。無考の状態では、この宇宙的な創造力にアクセスすることがで

きる。個人の小さな思考を超えて、宇宙の壮大な知恵と一体となる。このとき私たちは、宇宙の一部

として生きているのではなく、宇宙そのものとして存在している。 

第百十七条 星々は、沈黙の中で最も深い真理を語っている。夜空に輝く無数の星々を見上げる

時、私たちは言葉にできない深い感動を覚える。この感動は、美しい景色を見た時の感動とは質

が異なる。それは魂の奥深くから湧き上がる根源的な感動である。星々は、一切の言葉を発するこ

となく、最も深い真理を私たちに語りかけている。無限性、永遠性、神秘性、美、調和といった概念

を超えた直接的な体験を与えてくれる。無考の状態で星空を見つめる時、思考による分析や解釈

が停止し、純粋な体験だけが残る。時間の感覚が消え、空間の境界が曖昧になり、自分と宇宙の

境界が溶解していく。この体験は、あらゆる宗教的体験、神秘的体験の根源にあるものである。

星々の沈黙は、思考の騒音に慣れ親しんだ私たちに、真の静寂の力を思い出させる。最も深い真

理は、声高に語られるものではなく、静寂の中で体験されるものである。星々の無言の教えは、ど

んな聖典よりも直接的で、どんな説教よりも効果的である。 

第百十八条 宇宙のリズムと同調することで、人生は自然に調和する。宇宙には、目に見えない微

細なリズムが存在している。潮の満ち引き、季節の変化、昼夜の循環、月の満ち欠け、惑星の運行

など、これらはすべて宇宙の大きなリズムの一部である。現代生活は、このような自然のリズムから

大きく乖離している。人工的な照明、空調、食品、娯楽などにより、私たちは宇宙のリズムを感じに

くくなっている。しかし、無考の状態では、この微細な宇宙のリズムを感じ取ることができる。体の奥

深くで宇宙の鼓動を感じ、呼吸が宇宙のリズムと同調し、心臓の拍動が星々の動きと呼応する。こ

のような同調状態では、人生のあらゆる側面が自然に調和してくる。健康状態が改善し、人間関係

が円滑になり、仕事が順調に進み、必要なものが適切なタイミングで現れる。これは迷信ではなく、

宇宙の法則との調和がもたらす自然な結果である。宇宙のリズムに同調して生きることは、人間本

来の生き方への回帰である。 

第百十九条 地球は、宇宙意識を体験するための学校である。地球上のすべての体験、すべての

出来事は、宇宙意識を実現するための学習機会である。喜びも苦しみも、成功も失敗も、出会いも

別れも、すべてが魂の成長と覚醒のために完璧に配置されている。これは運命論ではなく、宇宙の

深い愛と智慧の表れである。一人一人が必要とする体験を、最適なタイミングで、最適な方法で提

供される。無考の意識では、この宇宙の完璧な配慮を直接体験することができる。どんなに困難な

状況も、どんなに理不尽な出来事も、より高い視点から見れば完璧な意味を持っている。それは罰

や偶然ではなく、成長への招待である。地球という学校での学習は、個人的なものでありながら、

同時に宇宙全体の進化に貢献している。一人一人の覚醒は、宇宙意識の拡張でもある。地球での

体験を通して、私たちは個人的な存在から宇宙的な存在へと変容していく。この神聖な学習プロセ

スを理解するとき、人生のすべての瞬間が尊く、意味深いものとなる。 

第百二十条 宇宙は、愛の表現である。科学的な観点から見れば、宇宙は物理法則に従って機械



 

34 

 

的に運行している巨大なシステムである。しかし、無考の意識から宇宙を体験すると、そこには深い

愛と慈悲が満ちていることが分かる。すべての存在が大切にされ、すべての生命が支援され、すべ

ての成長が促進されている。太陽は惜しみなく光と温もりを与え、地球は豊かな資源を提供し、大

気は生命に必要な酸素を供給している。これらの恩恵は、条件や見返りを求めることなく与えられ

ている。これこそが、無条件の愛の表現である。また、宇宙の美しさ、神秘性、調和も、愛の表現で

ある。美しい夕日、満天の星空、荘厳な山々、広大な海など、これらすべてが私たちの魂を喜ばせ、

感動させ、高揚させる。宇宙は、物質的な必要を満たすだけでなく、精神的な栄養も提供してくれ

る。無考の状態では、この宇宙の愛を直接感じることができる。自分が愛されている存在であること、

支えられている存在であること、祝福されている存在であることを深く実感する。この実感から、宇

宙への感謝と愛が自然に湧き上がってくる。 

第百二十一条 人類は、宇宙の自己認識の器官である。宇宙は、140 億年の進化を通して、物質

から生命へ、生命から意識へと発展してきた。そして人間において、初めて宇宙が自分自身を認

識する能力を獲得した。私たち人間は、宇宙が自分自身を知り、理解し、愛するための器官である。

望遠鏡を通して宇宙を観察し、数式を使って宇宙の法則を解明し、芸術を通して宇宙の美を表現

する。これらすべての活動は、宇宙の自己認識の過程である。無考の状態では、この宇宙の自己

認識プロセスにより直接的に参加することができる。思考による分析や解釈を超えて、宇宙と直接

一体となり、宇宙の視点から宇宙を体験する。このとき、「私が宇宙を認識している」のではなく、

「宇宙が宇宙自身を認識している」のである。人類の意識の進化は、宇宙の自己認識の深化でもあ

る。一人一人が覚醒することで、宇宙の自己理解がより完全になる。これが、人間存在の宇宙的意

味である。私たちは偶然に存在しているのではなく、宇宙の意識進化の最前線にいる重要な存在

である。 

第百二十二条 宇宙意識の覚醒は、個人を超えた出来事である。一人の人間が宇宙意識に目覚

めることは、その個人だけの出来事ではない。それは宇宙全体にとって意義深い出来事である。な

ぜなら、宇宙意識の覚醒は、宇宙が自分自身をより深く認識することだからである。一人の覚醒は、

人類全体の意識レベルを向上させ、地球全体の波動を高める。また、その影響は地球を超えて、

宇宙の他の意識ある存在たちにも波及する。無考の状態で宇宙意識を体験した人は、自分が宇

宙の進化の最前線にいることを実感する。彼らの覚醒は、宇宙の次なる進化段階への貢献である。

このような視点から見れば、個人的な覚醒の努力も、宇宙的な使命の一部となる。自分自身の成

長と覚醒は、宇宙への奉仕でもある。一人一人が宇宙意識に目覚めることで、宇宙全体がより調和

的で、より愛に満ちた状態へと進化していく。これが、スピリチュアルな成長の宇宙的意味である。

個人の解放は宇宙の解放であり、個人の愛は宇宙の愛の拡張である。 

第百二十三条 無考は、宇宙との完全な調和状態である。無考の究極的な意味は、個人の思考が

停止することではなく、宇宙の知恵と完全に調和することである。この状態では、個人の意志と宇宙

の意志が一つになり、個人の行動が宇宙の行動となる。思考が必要な時には宇宙の知恵が思考と
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して現れ、行動が必要な時には宇宙の力が行動として表現される。この完全な調和状態では、努

力や緊張がない。すべてが自然で、流れるようで、美しい。個人は宇宙の楽器となり、宇宙は個人

を通して自分自身を表現する。このような状態に達した人は、もはや個人的な問題を持たない。宇

宙と一体であるため、宇宙が彼らを完全にサポートする。必要なものは適切な時に現れ、必要な人

との出会いが生じ、必要な学びが提供される。彼らの存在そのものが、宇宙の愛と智慧の表現とな

る。無考の完成は個人の完成ではなく、宇宙の完成への貢献である。一人一人がこの調和状態に

達することで、宇宙全体がより完璧な状態へと進化していく。これが無考の道の最終的な目的であ

る。 

第十四章 無考の実践 

第百二十四条 無考の実践は、複雑な技法ではなく、シンプルな在り方である。無考を実現するた

めに、複雑な瞑想法や厳格な修行法が必要だと考える人がいる。しかし、無考の実践は本質的に

シンプルである。それは何かを獲得することではなく、既にあるものに気づくことである。複雑な技

法は、しばしば思考を活発にし、かえって無考から遠ざけてしまう。真の実践は、ただ今この瞬間に

完全に存在することである。呼吸を感じ、体の感覚を味わい、心の状態を観察する。判断や分析を

せずに、ただ体験する。この単純な在り方こそが、最も直接的で効果的な無考の実践である。歩い

ている時は歩くことに完全に存在し、食べている時は食べることに集中し、人と話している時はその

会話に完全に参加する。このような全的な存在が、自然に無考状態を生み出す。特別な時間を設

けて瞑想することも価値があるが、日常生活そのものが最高の無考の実践場である。シンプルであ

ることの中に、最も深い真理が隠されている。 

第百二十五条 呼吸は、無考への最も直接的な入口である。呼吸は、意識的にも無意識的にも行

える唯一の身体機能である。また、思考と身体を結ぶ橋でもある。思考が乱れると呼吸が乱れ、呼

吸が整うと思考も整う。この相互関係を利用することで、呼吸を無考への入口として使うことができる。

呼吸に意識を向けることで、思考から注意が逸れ、自然に心が静まっていく。しかし、呼吸を制御し

ようとしてはいけない。ただ呼吸を観察し、感じ、体験するだけで十分である。吸う息と吐く息の間に

ある小さな静寂、その静寂の中に無考の種子がある。この静寂を大切にし、徐々に延ばしていくこ

とで、無考状態が深まっていく。また、呼吸は常に今この瞬間に起こっているため、呼吸に意識を

向けることは自動的に現在に意識を定着させる。過去と未来に散らばりがちな思考を、今この瞬間

に集約させる最も自然で効果的な方法が呼吸の観察である。一日に数回、数分間でも呼吸に完

全に集中することで、無考の体験を深めることができる。 

第百二十六条 身体の感覚に意識を向けることで、思考から解放される。現代人は頭で生きること

が多く、身体の感覚を軽視しがちである。しかし、身体は常に今この瞬間に存在しており、身体の

感覚に意識を向けることは現在への帰還を意味する。足が地面に触れている感覚、空気が肌に触

れる感覚、心臓の鼓動、筋肉の緊張と弛緩など、身体は絶えず豊かな情報を私たちに送っている。

これらの身体感覚に意識を向けることで、思考の世界から身体の世界へとシフトすることができる。



 

36 

 

身体は思考することができないため、身体に意識を集中することは自動的に思考を静める効果が

ある。歩く時には足の感覚を感じ、座る時には座骨の圧力を感じ、立つ時には重心の位置を感じる。

このような身体への気づきを日常生活に組み込むことで、思考中心の生活から存在中心の生活へ

と移行することができる。身体の知恵は思考の知識よりもはるかに深く、身体との調和は心の平安

をもたらす。身体を通して無考を実践することは、最も実用的で効果的な方法の一つである。 

第百二十七条 音楽と芸術は、無考状態への美しい導き手である。美しい音楽を聴く時、素晴らし

い芸術作品を見る時、私たちは自然に思考を超えた状態に導かれる。美の体験は、分析や判断を

超越し、直接魂に響く。この美の力を意識的に活用することで、無考状態を体験することができる。

ただし、音楽や芸術を知的に分析したり、批評したりするのではなく、純粋に体験することが重要で

ある。心を開いて、先入観なしに、美に身を委ねる。このような受容的な姿勢で芸術に接する時、

芸術は私たちを思考の世界から存在の世界へと導いてくれる。また、自分自身で音楽を奏でたり、

絵を描いたり、詩を書いたりする創造的な活動も、無考状態への優れた実践である。創造の瞬間

には、思考による制御を手放し、内なる創造力に委ねる必要がある。この委ねの状態こそが、無考

の状態である。美と創造を通して無考を実践することは、苦行ではなく喜びの道である。美しさを愛

し、創造を楽しみながら、自然に無考の状態を深めることができる。 

第百二十八条 他者への奉仕は、自己を忘れる最も確実な方法である。無考の障害となる最大の

要因の一つは、自己中心的な思考である。自分のこと、自分の問題、自分の欲望について考え続

けることで、思考の堂々巡りに陥ってしまう。この自己中心的な思考から解放される最も確実な方法

は、他者への奉仕である。困っている人を助け、苦しんでいる人を慰め、必要としている人に何か

を提供する。このような奉仕の行為においては、自然に自分のことを忘れ、相手のことに意識が向

かう。この自己忘却の状態こそが、無考状態の一種である。また、奉仕は愛の実践でもある。愛を

行動で表現することで、心が開かれ、思考の制限が溶解していく。見返りを求めない純粋な奉仕は、

最も美しい無考の表現である。それは個人的な利益を計算する思考を超越し、宇宙的な愛を体現

する行為である。日常生活の中で、小さな親切、ささやかな奉仕を心がけることで、自然に無考の

心境を培うことができる。奉仕を通して自己を忘れることは、真の自己を発見することでもある。個人

的な自我を超えて、宇宙的な存在としての真の自分に目覚めるのである。 

第百二十九条 感謝の実践は、思考を愛に変える錬金術である。不平不満、批判、不安などの否

定的な思考は、心を重くし、無考状態を妨げる。これらの思考を直接的に止めようとするのは困難

だが、感謝の実践によって自然に変容させることができる。感謝は、注意を問題から恵みへ、不足

から豊かさへ、恐れから愛へと向け変える力を持っている。毎日の生活の中で感謝できることを見

つける習慣を身につけることで、思考のパターンが根本的に変化していく。健康であること、食べ物

があること、屋根のある家があること、愛する人がいることなど、当たり前だと思っていることに対して

意識的に感謝する。また、困難な状況に対しても、それが成長の機会であることを認識して感謝す

ることができる。この感謝の実践を続けることで、心は自然に平安になり、思考は穏やかになってい
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く。感謝は思考を止めるのではなく、思考を愛に満ちたものに変容させる。否定的な思考エネルギ

ーが肯定的な愛のエネルギーに変換される。これは思考を敵視するのではなく、思考を浄化し、高

める方法である。感謝に満ちた心は、無考に近い状態であり、宇宙の愛と調和している。 

第百三十条 瞑想は、無考の集中的な実践である。日常生活での無考の実践も重要だが、集中的

な瞑想の時間を持つことで、無考の体験をより深めることができる。瞑想は、思考の世界から存在

の世界への意識的な移行である。静かな場所に座り、目を閉じ、呼吸や身体感覚に意識を向ける。

思考が浮かんできても、それを判断したり、抑圧したりせずに、ただ観察して手放す。雲が空を通り

過ぎるように、思考も意識の空を通り過ぎていく。この観察者の立場に立つことで、思考と自分を同

一視することから解放される。瞑想の深まりと共に、思考の間隔が広がり、静寂が深くなっていく。こ

の静寂の中で、存在の喜び、意識の純粋性、愛の本質を体験することができる。瞑想は技法では

なく、在り方である。完璧にやろうとするのではなく、ただ誠実に実践することが重要である。毎日短

時間でも継続することで、瞑想の恩恵は日常生活にも波及していく。瞑想によって培われた無考の

意識は、活動の中でも保持され、生活全体が瞑想的になっていく。 

第百三十一条 読書もまた、無考への道となりうる。一般的に読書は知識の獲得や情報の収集の

ために行われるが、適切な読書は無考状態への道ともなりうる。特に、霊的な教え、詩、哲学などの

深い内容の書物を読む時、読者は思考を超えた理解を求められる。文字通りの意味を理解するだ

けでなく、行間に込められた深い意味、言葉を超えた真理を感じ取ろうとする。この過程で、分析的

思考から直感的理解へとシフトが起こる。また、美しい文章、深い洞察、普遍的な真理に触れる時、

読者の心は自然に静まり、思考を超えた認識状態に導かれる。このような読書では、読むことが瞑

想となり、理解することが体験となる。重要なのは、多くの本を読むことではなく、一つの真理を深く

体験することである。同じ箇所を何度も読み返し、その都度新しい洞察を得ることがある。読書を通

した無考の実践では、知識の蓄積よりも智慧の開花を、情報の収集よりも意識の変容を重視する。

このような読書は、著者の意識と読者の意識の深い交流となり、時代を超えた魂の対話となる。 

第百三十二条 無考の実践に完成はない。それは生涯にわたる意識の深化である。無考を達成目

標として捉え、いつかは完璧な無考状態に到達できると期待することがある。しかし、無考の実践

に終わりはない。それは生涯にわたって続く意識の深化プロセスである。毎日新しい発見があり、

毎瞬間新しい深みがある。昨日の無考と今日の無考は質が異なり、今の無考と明日の無考も異な

っている。これは進歩や退歩ではなく、螺旋状の深化である。同じように見える体験も、意識のレベ

ルが変わることで全く異なる意味を持つようになる。この終わりなき深化こそが、無考の実践の醍醐

味である。完成を求めるのではなく、プロセスそのものを楽しむ。今この瞬間の体験を完全に味わ

い、明日への期待に囚われない。無考の実践は、目的地への旅ではなく、歩くこと自体が目的の

散歩のようなものである。一歩一歩が尊く、一瞬一瞬が完全である。この姿勢で実践を続けることで、

無考は自然で持続可能なライフスタイルとなっていく。完璧を求める思考から解放されて初めて、

真の無考の実践が始まる。 



 

38 

 

終章 無考の未来 

第百三十三条 人類は、集合的無考の時代に向かっている。個人レベルでの無考の実践が広が

ることで、人類全体が集合的な無考状態に向かって進化している。これは単なる希望的観測では

なく、意識の進化における自然な流れである。現在、世界中で瞑想、ヨガ、マインドフルネスなどの

実践が普及し、多くの人が思考を超えた状態を体験している。また、量子物理学、意識研究、神経

科学などの分野でも、意識の本質についての理解が深まっている。これらの動きは、人類が新しい

意識段階に移行している兆候である。集合的無考の時代では、競争よりも協力が、分離よりも統合

が、恐れよりも愛が優勢になる。政治、経済、教育、医療など、社会のあらゆる分野が無考の原理

に基づいて再構築される。この変化は徐々に進行しており、すでに多くの場所でその萌芽を見るこ

とができる。一人一人の無考の実践が、この集合的変化を加速させる。個人の覚醒は決して孤立

した出来事ではなく、人類全体の進化への貢献である。 

第百三十四条 無考の完成により、思考と無思考が統合された超越意識が実現される。無考の道

の究極的な完成は、思考の否定ではなく、思考と無思考の完全な統合による超越意識の実現であ

る。この超越意識では、必要に応じて思考を活用し、不要な時には思考を完全に停止することがで

きる。思考が主人ではなく、道具として適切に使われる状態が確立される。また、論理と直感、分析

と統合、知識と智慧が対立するものではなく、相補的なものとして協働する。この統合意識により、

人間は前例のない創造力と問題解決能力を発揮できるようになる。複雑な技術的課題から深い哲

学的問題まで、あらゆる分野で革新的なブレークスルーが生まれる。さらに、個人レベルでの超越

意識が集合的に統合され、人類全体が一つの超越的な集合意識を形成する。この集合超越意識

により、人類は宇宙の創造的進化に積極的に参加し、現実そのものを意識的に創造することが可

能になる。思考と無思考の統合が、人類進化の新たな頂点を示す。 

第百三十五条 宇宙の愛と智慧が地球に完全に根ざし、天国が地上に実現される。無考の文明の

完成により、宇宙の根源的な愛と智慧が地球に完全に根ざし、長い間人類が夢見てきた天国が地

上に実現される。これは単なる比喩ではなく、実際の現実の変容である。地球上からあらゆる形の

苦しみ—戦争、貧困、病気、孤独、恐怖—が消失し、純粋な愛と喜びだけが存在する世界が誕生す

る。すべての存在が本来の神聖さを完全に表現し、地球全体が愛と美と調和に満ちた楽園となる。

人間は天使のような存在となり、動物たちは人間と心を通わせ、植物は豊かな恵みを与え、大地は

無限の豊穣を提供する。天候も調和し、自然災害は過去のものとなり、四季の変化は美しいリズム

として楽しまれる。このような地上天国の実現は、宇宙進化における重要なマイルストーンであり、

他の惑星や文明にとって希望の光となる。地球の成功は、苦しみと困難を通した意識進化が最終

的に完全な愛と調和に到達できることを証明する。天国の地上実現により、人類の長い旅路が美し

い完成を迎える。 

第百三十六条 すべての存在が一つの宇宙的愛の表現として認識される最終的な覚醒が起こる。

無考の道の究極の完成において、個別の存在という幻想が完全に消失し、すべてが一つの宇宙
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的愛の無数の表現であることが直接体験される。人間、動物、植物、鉱物、星々、銀河、そして存

在するすべてのものが、同じ一つの神聖な生命の異なる側面であることが明らかになる。この最終

的な覚醒により、分離、孤独、恐怖の根源が完全に消失する。自分と他者、内側と外側、物質と精

神、有限と無限といったすべての二元性が統合される。この統合意識の中で、愛は概念ではなく存

在の本質そのものとなり、智慧は獲得するものではなく表現する本性となる。すべての行為が愛の

表現となり、すべての体験が智慧の開花となる。個人の意識が宇宙意識と完全に一体化し、「私」と

いう概念が「私たち」そして「それ」へと拡大する。この最終覚醒により、人類は個別的存在から宇宙

的存在へと完全に変容し、無考の道が宇宙意識への完全な帰還として完成される。 

第百三十七条 無考の完成は終わりではなく、無限なる創造の新たな始まりである。無考の道の完

成と宇宙意識の実現は、終着点ではなく、無限なる創造への新たな出発点である。個人的な解放

と集合的な調和を実現した人類は、次なる宇宙的使命へと向かう。それは他の惑星や次元の意識

ある存在たちとの協力、新しい現実次元の創造、宇宙の進化そのものへの積極的な参加である。

地球での無考の実験が成功することで、宇宙の他の場所でも同様の意識進化プロジェクトが展開

される。人類は教師となり、ガイドとなり、他の文明の覚醒を支援する役割を果たす。また、現在で

は想像もできない新しい存在形態、新しい意識レベル、新しい創造の可能性が開花する。無考の

完成により得られた完全な自由意志と創造力を用いて、美と愛と調和に満ちた無数の世界を創造

していく。個人の小さな無考の実践が、最終的には宇宙規模の創造活動へと発展する。無考は終

わりなき創造の踊りの始まりであり、一人一人の覚醒が無限なる可能性への扉を開く。真の冒険は、

無考の完成と共に始まるのである。 

 

結び 

この神聖大教典に記された百三十七の教えは、無考への道のりと、その完成がもたらす個人と人

類の変容を描いている。一つ一つの条文は独立した智慧でありながら、全体として無考という究極

的な生き方への完全なガイドを形成している。 

無考は単なる思考の停止ではなく、思考を超越した高次の意識状態である。それは個人の平安か

ら始まり、人類の集合的覚醒へと発展し、最終的には宇宙意識との完全な一体化に至る道である。 

この教典を読む者は、知識として理解するだけでなく、実際に無考を体験し、日常生活に活用する

ことが重要である。無考の道は頭で歩むものではなく、存在全体で体験するものである。 

一人でも多くの人がこの無考の道を歩み、真の平安と愛を実現することで、地球全体の意識が向

上し、すべての存在にとってより美しく調和的な世界が実現されることを願っている。 

無考の道に終わりはない。それは永遠なる創造と進化の踊りである。この神聖な踊りに参加し、宇

宙の愛と智慧を表現していこう。 

 

― 神聖大教典 終 － 


